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立
命
館
大
学
図
書
館
西
園
寺
文
庫
に
標
記
の
俳
諧
の
伝
書
一
冊
（
資
料
番
号
・

２
２
４
５
）
が
あ
る
。
書
名
か
ら
連
想
さ
れ
る
よ
う
に
、北
村
季
吟
が
伝
授
を
し
た
秘

伝
書
の
ひ
と
つ
で
、す
で
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
『
俳
諧
埋
木
』
や
『
俳
諧
進
正
集
』

に
比
べ
て
、
収
録
す
る
本
文
量
は
は
る
か
に
多
く
、
い
わ
ゆ
る
広
本
『
天
水
抄
』
の

内
容
を
含
み
も
つ
な
ど
、
俳
諧
史
の
う
え
で
も
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
有
す
る

伝
書
か
と
思
わ
れ
る
。

書
誌
事
項
を
記
す
。
半

紙
本
一
冊
、
縦
二
三
・
四

×
横
一
六
・
八
糎
。
表
紙

は
白
地
に
薄
茶
と
黒
の
混

合
に
よ
る
墨
流
し
模
様
。

表
紙
中
央
に
金
砂
子
散
ら

し
の
題
簽
を
貼
付
し
『
季
吟
法
印

俳は
い
か
い
ひ

諧
秘
』と
墨
書
す
る
。
本

文
は
半
丁
を
概
ね
十
行
か

ら
十
一
行
で
書
写
し
、
原

表
紙
、
元
糸
で
全
五
十
八
紙
を
袋
綴
に
仕
立
て
る
。
寛
保
元
年
七
月
下
旬
に
成
立
し

た
写
本
で
あ
る
。

本
文
を
検
す
る
に
、
塗
抹
訂
正
後
の
加
筆
や
朱
筆
に
よ
る
修
訂
が
施
さ
れ
る
一

方
、
和
歌
の
引
用
で
は
異
同
が
多
く
、
ま
ま
誤
写
が
想
定
さ
れ
る
。
書
写
原
本
の
誤

り
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
書
写
者
の
誤
認
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
も
の
と
想
像
さ

れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、幸
い
に
も
同
一
内
容
の
転
写
本
が
二
本
確
認
で
き
る
。

ひ
と
つ
は
、
江
戸
後
期
の
写
本
と
お
ぼ
し
き
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
本
（
旧

鹿
田
文
庫
本
）
の
『
季
吟
法
印

俳
諧
秘
書
』（
内
題
）、
も
う
一
本
が
天
保
十
二
年
の
書
写
に
か

か
る
函
館
市
中
央
図
書
館
所
蔵
本
の
『
季吟

俳
諧
内
秘
集
全
』（
外
題
）
で
、
こ
の
た
び

の
本
文
翻
刻
に
際
し
て
は
、
本
書
（
以
下
、
西
園
寺
本
と
表
記
す
る
）
に
見
ら
れ
る
誤

写
、
不
備
を
こ
の
二
本
と
の
校
合
に
よ
っ
て
示
し
、
可
能
な
限
り
書
写
原
本
に
近
い

本
文
を
想
定
す
る
よ
う
努
め
た
。

書
写
者
は
、そ
の
奥
書
の
署
名
か
ら
三
河
国
西
尾
の
俳
人
東
文
（
伝
未
詳
）
で
あ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
る
。
原
本
を
所
持
す
る
六
々
庵
こ
と
、
太
田
巴
静
の
元
文
四
年
の
歳

旦
に
名
の
現
れ
る
晩
年
の
門
人
の
一
人
で
あ
ろ
う
。
そ
の
奥
書
に
は
、

　

立
命
館
大
学
図
書
館 

西
園
寺
文
庫
所
蔵

　
　
　
『
季
吟
法
印

俳
諧
秘
』
の 

紹 

介

小
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武
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希
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大
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岡
橋　

英
子

中
川　

佳
保　
　

福
田　

宏
美
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此
書
者
元
祖
貞
徳
ヨ
リ
貞
室
ニ
傳
フ
貞
室
季
吟
ニ
傳
フ

　

季
吟
ヨ
リ
濃
之
貞
静
軒
ニ
傳
授
ス
其
子
六
々
庵
ヨ
リ

　

愚
受
レ
之

　
　
　

寛
保
元
辛
酉
歳

　
　
　
　
　
　

文
月
下
浣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
文
並
記
写
之

と
あ
り
、
西
園
寺
本
の
来
歴
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
原
本
は
巴

静
の
父
、
貞
静
軒
可
政
が
季
吟
よ
り
直
接
伝
授
を
う
け
、
太
田
家
に
伝
来
し
た
一
書
で

あ
っ
た
ら
し
い
。
東
文
は
こ
の
原
本
の
書
写
を
息
子
の
巴
静
に
許
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。「
愚
受
レ
之
」
は
同
じ
文
中
に
あ
る
「
傳
フ
」・「
傳
授
ス
」
と
は
一
線
を
画
す
る
も

の
で
、伝
授
を
う
け
た
と
看
做
し
て
は
な
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
拝
借
し
て
書
写
を
し
た

と
い
う
程
度
に
と
ど
め
お
く
べ
き
措
辞
で
あ
る
。お
そ
ら
く
そ
の
太
田
家
伝
来
の
原
本

は
、
貞
静
軒
可
政
が
い
く
つ
か
の
季
吟
所
持
の
伝
書
を
書
写
し
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て

師
の
口
伝
が
加
え
ら
れ
る
講
義
用
の
教
科
書
に
相
当
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
ま

ず
、
目
次
に
し
た
が
え
ば
、

三
十
一
項
目
と
追
加
一
項

目
を
加
え
た
構
成
で
あ
る

は
ず
の
と
こ
ろ
、第
八
、第

二
十
、第
二
十
一
の
箇
所
は

本
文
か
ら
欠
落
し
、
第

二
十
二
は
存
在
す
る
も
の

の
、
第
二
十
三
以
降
は
対

応
す
る
条
項
の
記
述
が
な

い
。
書
写
者
の
東
文
も
こ

れ
を
不
審
に
思
っ
た
の

か
、
第
十
九
を
記
し
た
の
ち
、
第
二
十
二
の
前
に
「
是
マ
デ
ハ
第
十
九
ノ
口
義
ナ
リ
。

コ
ヽ
ニ
第
廿
二
出
ル
。
此
間
闕
文
歟
。
不
知
筆
者
云
之
」と
記
す
。
さ
ら
に
第
二
十
二

以
降
は
目
次
と
乖
離
し
た
内
容
と
な
り
、
す
で
に
原
本
の
時
点
で
書
写
に
関
す
る
取

捨
が
行
わ
れ
て
い
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
、そ
の
性
格
の
一
端
が
垣
間
見
ら
れ
る
。十
八

丁
オ
モ
テ
ま
で
が
一
書
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

十
八
丁
ウ
ラ
に
は
「
或
人
説　

連
俳
十
三
ヶ
條
」
と
い
う
文
言
よ
り
、
一
ツ
書
き

が
二
条
記
さ
れ
る
が
、
以
降
は
一
ツ
書
き
の
体
裁
が
と
ら
れ
ず
雑
多
な
内
容
が
記
さ

れ
る
。
二
十
五
丁
ウ
ラ
一
行
目
ま
で
「
此
下
白
紙
」
と
い
う
文
言
が
散
見
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
や
は
り
口
伝
に
よ
る
書
き
入
れ
を
前
提
と
し
て
い
た
原
本
の
姿
を
想
像
さ

せ
る
。
こ
の
う
ち
、
二
十
三
丁
オ
モ
テ
「
志
那
弥
三
郎
範
重
」
か
ら
、
二
十
三
丁
ウ

ラ
「
良
徳
執
す
」
ま
で
は
『
玉
海
集
追
加
』（
貞
室
編　

寛
文
七
年
刊
）
の
跋
文
に
ほ
ぼ

同
文
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
西
園
寺
本
は
こ
れ
と
校
合
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
文
と
同
筆
の
朱
筆
の
書
き
入
れ
が
見
ら
れ
る
。
西
園
寺
本
で
朱
筆
の
書
き
入
れ
が

あ
る
の
は
こ
の
箇
所
の
み
で
あ
り
、
書
写
の
様
子
が
想
起
さ
れ
る
点
で
興
味
深
い
。

二
十
五
丁
ウ
ラ
か
ら
四
十
二
丁
ウ
ラ
一
行
目
「
相
傳
一
大
事
秘
切
紙
弐
拾
五
ヶ
條

ノ
内
七
ケ
条
」
は
、『
天
水
抄
』（
い
わ
ゆ
る
広
本
『
天
水
抄
』）「
相
伝
一
大
事
秘
切
帋

二
十
五
ケ
条
付
七
ケ
条
」
に
概
ね
対
応
す
る
。
四
十
二
丁
オ
モ
テ
五
行
目
「
鶏
冠
井
氏

令
徳　

在
判
」
と
あ
る
箇
所
は
、『
天
水
抄
』
に
お
い
て
は
欠
落
し
て
お
り
、
代
わ
り

に
連
声
の
五
音
の
記
載
が
あ
る
。

ま
た
、
四
十
二
丁
ウ
ラ
か
ら
五
十
七
丁
ウ
ラ
の
「
切
紙
秘
伝
良
薬
抄
」
は
『
天
水

抄
』「
切
紙
秘
傳
良
薬
抄
」
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
。
四
十
六
丁
ウ
ラ
「
第
四　

風
躰
之

事
」
に
つ
い
て
は
「
此
儀
は
竹
園
抄
に
こ
ま
〴
〵
あ
り
」
と
あ
る
箇
所
が
、『
天
水

抄
』
で
は
省
略
さ
れ
ず
、『
竹
園
抄
』
と
対
応
す
る
十
の
次
第
が
記
さ
れ
る
。
跋
文

は
、『
俳
諧
天
水
抄
』
の
跋
文
に
類
似
す
る
も
の
の
、
本
書
の
跋
文
が
よ
り
詳
細
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、『
天
水
抄
』
と
は
近
似
す
る
箇
所
に
つ
い
て
も
、
遡
り
う
る
原
本

は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
祖
本
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
り
、た
と
え
ば
刊
本
『
天
水
抄
』

（
書
写
者
奥
書
）



一
七

立
命
館
大
学
図
書
館 

西
園
寺
文
庫
所
蔵
『
季
吟
法
印

俳
諧
秘
』
の 

紹 

介

17

を
直
接
参
照
し
、
記
し
た
と
い
う
仮
定
は
成
り
立
た
な
い
。

ふ
た
た
び
太
田
巴
静
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
父
の
貞
静
軒
可
政
は
太
田
勘
十
郎
と
の

伝
が
あ
り
、
美
濃
国
竹
ヶ
鼻
の
庄
屋
で
あ
っ
た
と
い
う
。
元
禄
二
年
八
月
十
九
日
に

歿
し
て
い
る
。
こ
の
年
巴
静
は
十
二
歳
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
兄
の
夕
湖
に
つ
い
て
学

び
、
こ
の
道
で
の
交
流
を
重
ね
た
ら
し
い
が
、
そ
の
兄
も
元
禄
十
五
年
七
月
四
日
に

こ
の
世
を
去
っ
て
い
る
。
時
に
巴
静
二
十
五
歳
の
こ
と
で
あ
る
。
早
く
に
父
を
亡
く

し
、
兄
を
若
く
し
て
失
っ
た
巴
静
が
、
父
は
も
と
よ
り
兄
か
ら
も
俳
諧
の
相
伝
を
う

け
た
と
い
う
事
実
は
、
お
そ
ら
く
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
巴
静
が
父
の

秘
伝
書
を
背
景
に
、
や
が
て
俳
壇
で
の
地
位
を
築
い
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
が
、
今
日

伝
存
の
『
季
吟
家

芭
蕉
家

廿
五
箇
条
』
を
は
じ
め
と
す
る
巴
静
の
伝
書
の
種
本
が
、ほ
か
な
ら
ぬ

本
書
の
原
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
申
し
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、こ
の
事
実
は
、

以
下
の
【
翻
刻
】
に
よ
っ
て
確
認
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
う
。
江
湖
諸
賢
の
吟
味
を

賜
り
た
い
。

な
お
、
本
書
は
西
園
寺
公
望
の
所
蔵
本
で
あ
っ
た
が
、
旧
蔵
印
の
「
満
都
良
章
」

か
ら
判
断
し
て
、
そ
れ
以
前
の
一
時
期
、
自
ら
芭
蕉
八
世
を
名
乗
り
、
俳
諧
に
関
す

る
墨
蹟
資
料
の
蒐
集
家
で
も
あ
っ
た
旧
派
の
俳
諧
宗
匠
、
松
浦
羽
洲
（
文
政
九
年
〜
大

正
三
年
十
二
月
二
十
三
日
）
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

【
凡
例
】

一  　

  

立
命
館
大
学
図
書
館
西
園
寺
文
庫
所
蔵
の
『
季
吟
法
印

俳
諧
秘
』
を
、
改
行
、
文
字
組

等
、
原
本
の
体
裁
を
で
き
う
る
限
り
と
ど
め
る
よ
う
翻
刻
し
た
。

一　

  

翻
刻
に
際
し
て
は
、
読
み
の
便
を
考
え
て
、
濁
点
、
句
読
点
を
施
し
た
。
本
文

中
の
見
せ
消
ち
は
「
〻
」
の
符
号
を
用
い
て
示
し
た
が
、
塗
抹
訂
正
痕
の
あ
る

場
合
は
、
そ
の
修
正
後
の
文
字
の
み
を
翻
刻
し
た
。

一  　

  

異
体
字
、
合
字
、
片
仮
名
も
原
本
の
と
お
り
と
し
、
誤
字
も
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
、

後
注
に
正
し
い
表
記
を
示
し
た
。
な
お
、「
ハ
」
の
表
記
は
「
は
」
に
統
一
し
た

が
、
片
仮
名
文
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
は
「
ハ
」
の
ま
ま
と
し
た
。

一  　

  

通
読
に
際
し
、
原
本
で
意
味
の
通
ら
な
い
箇
所
、
お
よ
び
重
要
な
異
同
に
関
し

て
は
通
し
番
号
を
付
し
て
後
注
に
明
示
し
た
。
そ
の
際
の
校
合
本
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
『
季
吟
法
印

俳
諧
秘
書
』。（ 　
）

　
　
　
　

函
館
市
中
央
図
書
館
所
蔵
『
季吟

俳
諧
内
秘
集
』。（ 　
）

　
　
　
　

  

東
京
大
学
総
合
図
書
館
竹
冷
文
庫
所
蔵『
天
水
抄
連
歌
誹
諧

秘
伝
之
書　

全
』（
寛
文
十
年
）。

　
　
　
　

早
稲
田
大
学
図
書
館
伊
地
知
鉄
男
文
庫
所
蔵
『
天
水
抄
』（
寛
文
十
一
年
）。

　
　
　
　
※
ど
ち
ら
の
天
水
抄
も 　

を
略
称
と
し
て
用
い
た
。

　
　

な
お
、
注
に
は
参
考
と
な
る
出
典
を
加
え
て
い
る
。

一　

  

明
ら
か
な
誤
脱
は
、
右
の
校
合
本
を
参
照
の
う
え
（　

）
を
用
い
て
補
っ
た
。

一　

判
読
の
困
難
な
文
字
は
、
後
注
に
影
印
を
載
せ
た
。

一　
  

一
行
書
の
和
歌
は
文
字
を
二
字
下
げ
に
し
、
二
行
書
の
場
合
は
上
の
句
を
二
字

下
げ
、
下
の
句
を
三
字
下
げ
と
し
た
。
付
合
も
こ
れ
に
準
じ
た
。

一　

作
者
名
の
表
記
は
、
こ
れ
を
統
一
し
て
文
字
を
割
り
付
け
た
箇
所
が
あ
る
。

一  　

  

丁
移
り
は
」
で
示
し
、
各
丁
表
裏
の
最
終
行
末
に
丁
数
を
加
え
て
表
記
し
た
。

た
と
え
ば
一
丁
表
は　
」
1
オ
と
し
た
。

中
函

天

（
旧
蔵
印
）
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【
翻
刻
】

　
　
　

寶
泉
山 

」
見
返

第
一　
　

賦
物
之
事　
　
　
　
　
　

第
二　
　

発
句
本
語
本
歌
取
用
様

第
三　
　

発
句
本
意　
　
　
　
　
　

第
四　
　

無
心
所
着
之
事

第
五　
　

歌
制
詞
誹
諧　
　
　
　
　

第
六　
　

聞
発
句
并
古
語

第
七　
　

詞
を
残
す
発
句　
　
　
　

第
八　
　

切
字
之
事

第
九　
　

を
ま
は
し
の
発
句　
　
　

第
十　
　

三
段
切
発
句
之

第
十
一　

は
ね
字
留
発
句　
　
　
　

第
十
二　

大
廻
発
句
之
事

第
十
三　

脇
の
句
之
事　
　
　
　
　

第
十
四　

第
三
之
事

第
十
五　

四
句
目
之
事　
　
　
　
　

第
十
六　

五
句
目
之
事

第
十
七　

面
八
句
目
九
句
目　
　
　

第
十
八　

月
華
の
句
之

 

」
1
オ

第
十
九　

呼
出
シ
花
引
上
花　
　
　

第
廿　
　

句
数
之
并
去
嫌

第
廿
一　

糸
遊
霞
長
閑
の
　
　
　

第
廿
二　

春
秋
の
両
字
添
季
を
持
句

第
廿
三　

つ
ゝ
留
り
之
　
　
　
　

第
廿
四　

に
留
り
并
に
て
留
り

第
廿
五　

て
に
を
は
之
　
　
　
　

第
廿
六　

故
事
取
用
様

第
廿
七　

親
句
疎
句
之
　
　
　
　

第
廿
八　
篇
序
題
曲
流
之
事

　

  

并 

用 

付 

後 

付

第
廿
九　
前
句
も
た
れ　
　
　

　
　

前
句
を
か
る
句　
　
　
　
　

第
卅　
　

形
通
体
并
四
手
付

第
卅
一　

六
義
之
事　
　
　
　
　
　

追
加　
　

書
物
題
号
之

 

」
1
ウ

　
　
　
　

西

　
　
　
　

河

　
　

啼
鳥
者
林
北

　
　
　
　

　
　
　
　

落 

」
2
オ

　
　
　
　

色

　
　
　
　

秋

　
　

白
雲
山
前
寺

　
　
　
　

水

　
　
　
　

流 

」
2
ウ

　
　
　

第
一　

賦
物
之
事

連
歌
、
山
船
人
木
路
五
ヶ
と
い
ふ
。
其
外
、
唐
神
垣
嵐

此
衣①
な
ど
、
千
変
万
化
の
字
小
賦
物
と
云
也
。
委
は
賦

物
集
と
て
、
宗
伊
の
定
を
か
れ
侍
れ
ば
種
々
の
子
細

有
。
傳
授
、
第
三
ま
で
に
通
は
ぬ
字
を
賦
す
る
也
。

追
善
の
連
歌
、
経
文
の
連
哥
、
夢
想
の
連
哥
な
ど
書
こ
と

あ
り
。
さ
れ
ど
も
、
當
流
に
は
賦
物
を
と
ら
ず
。
た
ゞ
俳
諧
之

連
哥
と
五
文
字
に
て
、
は
し
書
す
る
也
。 

」
3
オ

　
　
　

第
二　

發
句
之
事
本
歌
本
語
取
用
様

發
句
仕
立
や
う
、
様
々
の
師
傳
、
品
々
の
工
夫
も
あ
る
事
、
何

れ
を
さ
し
て
、
是
ぞ
と
云
出
ん
も
風
を
つ
な
ぐ
類
な
（
る
）②

べ
け
れ
共
、
本
哥
を
取
事
、
和
歌
連
哥
よ
り
も
有
法

な
れ
ば
、
い
さ
ゝ
か
記
し
侍
る
。　

恋
雜
の
哥
を

と
り
て
は
四
季
の
哥
を
讀
、
四
季
の
哥
を
取
て
は

恋
雜
の
哥
を
讀
、
常
の
習
ひ
也
。
月
の
哥
を
取
て
、

月
の
哥
を
よ
み
、

の
哥
を
取
て
、
花
の
哥
を
讀

む
。
狼
藉
の
至
と
ぞ
、
古
人
掟
也
。
俳
諧
に
も
此
心 

」
3
ウ

な
り
。
假
令
、
契
け
ん
こ
ゝ
ろ
ぞ
つ
ら
き
七
夕
の
年
に
一

た
び
あ
ふ
は
あ
ふ
か
は
、
と
有
哥
を
と
り
て
、
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契
け
ん
心
ぞ
つ
ら
き
餅
つ
ゝ
じ　
　

則
常

お
も
へ
ど
も
人
め
つ
ゝ
み
の
高
け
れ
ば
川
と
見
つ
ゝ
も
え

こ
そ
わ
た
ら
ね
、
と
云
を
取
て
、
近
代
の
哥
に
、

　
　

五
月
雨
に
ふ
る
の
中
道
し
り
ぬ
れ
ば
川
と
見
つ
ゝ
も
猶
渡
り
け
り

是
は
、
恋
の
哥
を
と
り
て
、
季
の
哥
に
讀
な
し
、
其
心

も
新
し
。
又
、
上
の
句
に
讀
た
る
詞
を
腰
へ
や
り
、
下
の

句
に
な
し
、
又
、
下
の
句
に
有
を
上
句
に
成
て
よ
む
も

不
苦
。
又
、
其
哥
を
あ
ら
は
し
て
取
も
一
の
法
な
り
。 

」
4
オ

其
哥
を
取
と
し
ら
ず
し
て
取
を
、
絹
を
盗
て
染
て

着
た
る
心
と
、
先
達
ふ
か
く
に
く
み
侍
し
。

　
　
　

本
哥
本
語
を
用
て
心
ヲ
添
有

　
　

女
郎
花
た
と
へ
ば
あ
は
の
内
侍
か
な　
　

季
吟

是
は
、
か
の
蒸
る
粟
の
ご
と
し
と
い
へ
る
を
、
内
侍
と
云
そ
へ
た
り
。

　
　

月
に
な
け
同
じ
く
は
今
郭
公

是
は
、
月
に
な
け
を
な
じ
雲
井
の
ほ
と
ゝ
ぎ
す
、
と
云
を
と
れ

り
。
同
敷
は
今
句③
の
働
也
。
月
見
れ
ば
千
々
に
物
こ
そ

か
な
し
け
れ
我
身
ひ
と
つ
の
秋
に
は
あ
ら
ね
ど
、
と
い
ふ

を
と
り
て
、　

長
明 
」
4
ウ

　
　

詠
む
れ
ば
千
々
に
物
思
ふ
秋
に
ま
で
我
身
ひ
と
つ
の
峯
の
松
風

是
は
、
か
の
み
つ
ね
の
我
身
の
秋
に
は
あ
ら
ね
ど
、
と
い
へ
る
に

あ
た
り
て
、
そ
の
詠
こ
し
月
に
、
ま
た
我
身
ひ
と
り
の

秋
也
、
と
こ
た
へ
侍
る
贈
答
の
格
な
り
と
ぞ
。
又
、
法
橋
兼
載
の
句
に
、

　
　

ま
つ
人
に
立
枝
や
ゝ
す
む④
宿
の
梅

是
は
、
我
宿
の
梅
の
立
枝
や
見
へ
つ
ら
ん
思
ひ
の
外
に
君

が
来
ま
せ
る
、
と
い
ふ
を
と
り
て
、
待
人
の
こ
ぬ
は
我
宿

の
梅
の
立
え
や
其
人
の
た
め
に
霞
み
つ
ら
ん
、
と
人
と

梅
と
を
恨
心
を
打
か
え
し
て
仕
立
給
へ
り
。
此
打
か
へ

し
て
い
へ
る
に
て
、
心
新
し
く
成
り
侍
る
。
か
や
う
な
る
も 

」
5
オ

一
の
格
也
。
又
、
声
を
か
り
、
余
の
物
に
云
た
て
、
或
は
秀
句

を
か
ぬ
る
も
あ
り
。

　
　

治
る
や⑤
神
祇
霊
地
の
四
方
の
春

　
　

な
む
と
い
つ
は
味
竒
妙
也
菊
の
酒　
　

元
隣

此
類
も
世
間⑥
の
格
と
お
な
じ
。
又
、
一
字
を
た
が
へ
ず
し
て

用
る
も
有
。
こ
れ
も
其
所
に
よ
り
て
、
用
や
う
心
を
格

別
に
し
て
用
る
也
。
伊
勢
物
語
に

の
大
臣
の
し
の
ぶ

も
ぢ
ず
り
哥
も
女
の
返
哥
に
用
た
る
、
此
心
也
。

左
傳
な
ど
に
も
詩
を
賦
す
と
て
、
古
詩
を
用
た
る

例
あ
り
。
或
人
の
物
語
に
桜
を
見
て
、 

」
5
ウ

　
　

い
に
し
へ
の
奈
良
の
み
や
此
八
重
桜

此
句
は
、
俳
言
な
き
や
う
に
き
こ
ゆ
。
さ
れ
共
よ
く
は
云
ま
は
し

た
り
。
古
本
哥
本
語
を
取
用
格
也
。
さ
れ
ど
是
の
み

に
か
ぎ
ら
ず
、
大
方
此
理
を
以
て
古
人
の
句
を
お
ほ

く
見
れ
ば
、
自
然
に
知
る
也
。

　
　

定
家
卿
詞
云
和
哥
ニ
無
二
師
匠
一
唯
以
二
旧
哥
ヲ一
為
レ
師
ト

　
　

染
二
於
心
ヲ
古
風
ニ一
習
二
詞
ヲ
先
達
ニ一
者
唯
―
人
不
レ
詠
レ
之
ヲ
哉

　
　
　

第
三　

發
句
本
意
之
事

秀
句
を
い
か
ほ
ど
よ
く
云
お
ほ
せ
た
り
共
、
其
本
意
た

が
ひ
た
る
は
、
嫌
也
。 

」
6
オ

　
　

か
へ
る
さ
は
思
ひ
き
ら
れ
ぬ
藤
見
か
な

藤
見
と
い
へ
る
秀
句
は
、
人
を
棄
市
す
る
わ
ざ
に
藤
身

と
い
へ
る
も
の
有
て
、
身
も
や
す
ら
か
に
た
ゞ
す
ぎ
ら
れ



二
〇

20

ぬ
を
い
へ
る
に
や
。
庭
に
も
せ
よ
山
に
も
せ
よ
、
屠
所
云
た
て

た
る
も
い
か
ゞ
に
や
。
是
に
も
か
ぎ
ら
ず
、

　
　

め
ぐ
り
来
る
年
も
羊
の
あ
ゆ
み
哉

　
　

ま
め
が
な
て
か
く
す
七
歩
の
試
筆
か
な⑦

両
句
な
が
ら
其
故
事
を
あ
な
づ
る
時
は
不
吉
の
例
な
り
。

聯
句
な
ど
に
も
、

　
　

華
乗ク

ル
マ上

二
黄
蝶
一 

」
6
ウ

　
　

藤
湜
繋
二
黒
牛
一　
　
ト
云
對
句
有
。

此
對
字
は
よ
く
對
し
侍
れ
共
、
や
さ
し
き
黄
蝶
に
む

く
つ
け
な
き
黒
牛
つ
な
ぎ
あ
は
さ
ん
も
、
お
も
は
し

か
ら
ず
。
か
や
う
の
例
も
あ
ま
た
有
。
さ
の
み
ほ
む
ま
じ

き
花
を
こ
と
〴
〵
敷
め
づ
る
も
又
、
本
意
ち
が
ひ

侍
る
也
。
ま
し
て
愛
す
る
も
の
を
さ
も
し
く
云
い
だ
さ
ん
を
や
。

　
　

あ
な
ゆ
か
し
鼠
の
ふ
ん
の
花
盛⑧

と
せ
ば
、
花
へ
の
悪
口
な
る
べ
し
。
と
か
く
聞
な
れ
ぬ
題
を
す
べ
か
ら
ず
。

　
　

接ツ
キ

足
て
花
の
枝
折⑨
さ
く
ら
か
げ

を
ら
る
ゝ
花
と
ふ
ま
へ
て
、
折
器
と
混
乱
し
て
何
れ 
」
7
オ

も
わ
け
な
く
侍
る
。

　
　

雲
や
こ
け
ら
風
の
し
ら
く
る
月
か
へ
な⑩

此
句
も
し
ら
く
る
器
は
月
か
へ
な
、
し
ら
け
ら
る
ゝ
物

は
月
な
り
。
し
ら
け
ら
る
ゝ
も
の
、
し
ら
く
る
物
、
一
に
な
り

て
わ
け
な
し
。

　
　
　

第
四　

無
心
所
着
の
躰

無
心
所
着
と
い
へ
る
は
、
和
哥
よ
り
も
難
ず
る
こ
と
也
。

其
有
様
心
を
着
る
所
な
し
。
一
首
に
し
か
と
し
た
る

体
な
き
な
り
。
八
雲
御
抄
云
、
唯
そ
ゞ
ろ
と
や
あ
し
く

よ
め
ば
、
そ
の
姿
な
き
も
の
な
り
。 

」
7
ウ

　
　

わ
ぎ
も
こ
が
ひ
た
い
に
お
ふ
る
す
ぐ
ろ
く
の

　
　
　

こ
と
ひ
の
う
し
の
く
ら
の
う
へ
の
か
さ

は
い
か
い
に
も
、

　
　

花
は
根
に
か
へ
る
の
声
や
先
ば
し
り

　
　

足
引
の
山
さ
る
や
月
の
か
つ
ら
の
木

こ
れ
ら
の
句
、
云
か
け
の
み
に
心
を
入
て
、
何
共
聞
へ
ず
。
平

句
な
ど
数
不
知
侍
れ
共
、
前
句
に
ま
ぎ
れ
て
一
句
立

や
う
な
れ
ば
、
誰
も
氣
を
付
ず
。

　
　
　

第
五　

歌
之
制
詞
は
い
か
い
に
も

古
人
此
詞
に
粉
骨
し
た
る
詞
な
り
。 

」
8
オ

　

月
や
あ
ら
ぬ　

霞
か
ね
た
る　

ほ
の
〴
〵
と
あ
か
し

な
ど
い
へ
る
詞
也
。
制
の
詞
と
て
一
冊
有
也
。
有
が
中
に
も

家
隆
の
哥
お
ほ
し
。
さ
れ
共
、
此
一
冊
に
限
べ
か
ら
ず
。

近
代
の
哥
也
と
も
、
作
者
ふ
か
く
思
ひ
入
た
る
詞⑪
取

べ
か
ら
ず
。　

久
か
た
の
月　

を
し
て
る
や
難
波

　
　

足
引
の
山
鳥　

の
類
也
。
同
じ
人
丸
の
哥

な
が
ら
、
足
引
の
山
鳥
は
ま
く
ら
詞
也
。
幾
度
よ
み
て
も

く
る
し
か
ら
ず
。
ほ
の
〴
〵
と
あ
か
し
の
哥
は
人
丸
ふ
か
く

思
ひ
入
、
珎
ら
し
き
景
氣
を
つ
ら
ね
し
故
也
。
か
や
う
の

詞
を
主
有
詞
と
い
へ
り
。
霞
を
衣
に
た
と
へ
、
色
葉
を 

」
8
ウ

い
ろ
は
に
た
と
へ
、
霜
を
柱
な
ど
の
類
、
千
度
万
度
も

新
敷
く
、
一
言
さ
へ
く
は
へ
ば
く
る
し
か
ら
ず
。
俳
諧
平
句
ニ
も
、

　
　

稀
に
あ
ふ
夜
を
ば
ま
ん
丸
ね
も
せ
い
で
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玉
子
の
お
や
か⑫
い
そ
ぐ
き
ぬ
〴
　〵
　

貞
徳

　
　

ま
虫
の
さ
た
は
お
か
し
ま
せ
と
よ

　
　

見
る
に
に
く
へ
の
字
戴
ヨ
入
道　
　

季
吟

か
や
う
の
類
あ
げ
て
か
ぞ
ふ
べ
か
ら
ず
。
姿
の
字
の
類
、
際
限

な
き
事
也
。

　
　
　

第
六　

き
ゝ
發
句
之
事　

色
々
有
之
。
畧
之
。　

 

　

」
9
オ

　
　
　

第
七　

詞
を
の
こ
す
發
句

　
　

千
代
も
経
ん
丁
固
が
夢
を
春
の
門

是
丁
固
が
故
事
也
。
千
代
も
へ
ん
と
い
ひ
、
春
の
門
と
い
へ

る
に
て
、
松
と
い
ふ
事
を
い
は
ず
し
て
、
言
外
に
あ
ら
は
し
た
り
。

　
　

星
祭
る
香
の
煙
や
蚤
の
い
き　
　

季
吟

是
は
、
蚤
の
い
き
天
へ
上
る
と
い
へ
る
世
話
也
。
彼
在
原
の

中
将
、
我
身
ひ
と
つ
は
も
と
の
身
に
し
て
、
と
云
は
な
ち

て
、
二
條
の
后
は
ま
し
ま
さ
ぬ
と
い
ふ
事
を
言
外
に

も
（
た
）
せ⑬
た
る
と
、
事
こ
そ
か
は
れ
大
方
心
通
ひ
侍
る
也
。
此
体

初
心
な
ら
ぬ
体
也
。
又
、
賓
主
差
別
の
事
、
假
令
ば
松

の
雪
と
い
ふ
時
は
枩
は
主
也
。
雪
は
賓
也
、
客
也
。
又
、
宿
の 
」
9
ウ

秋
、
秋
の
宿
な
ど
云
心
持
也⑭
。
他
准
之
。

　
　
　

發
句
切
字
な
く
て
か
な
は
ぬ
事
也
。

猶
子
細
有
哉
。　

所モ
ガ
ナ願

、
を
の
字
、
切
字
心
持
有
也
。

し
の
字
、
む
か
ふ
し
の
字
は
き
れ
字
。
過
去
の
し
、

切
字
に
な
ら
ず
。
ぬ
の
字
、
お
は
ん
ぬ
の
ぬ
は
き
れ
字
。
ふ
の

ぬ
は
き
れ
ず
。
上
に
下
知
し
て
、
下
に
哉
と
と
め
、
上

に
こ
そ
と
い
ふ
て
、
下
に
哉
と
と
む
る
事
、
宗
匠
は
ざ

な
り
。
仕
立
や
う
有
。

　
　
　

第
九　

を
ま
は
し
の
發
句

　
　

花
さ
か
ぬ
草
木
も
あ
る
を
石
の
竹 

」
10
オ

　
　

ど
ん
ぐ
り
の
木
さ
え
も
あ
る
を
利
根
草

此
仕
立
や
う
は
、
上
に
さ
へ
と
云
て
、
下
に
を
と
押
へ
侍
る
也
。

句
の
こ
ゝ
ろ
は
花
さ
か
ぬ
草
木
さ
へ
あ
る
を
、
此
石
の
竹
の

花
咲
は
奇
妙
也
。
石
や
竹
に
も
花
さ
か
ぬ
物
な
る
を
、
く

ら
べ
い
へ
る
心
、
自
然
に
切
る⑮
也
。
を
の
字
、
切
字
の
所
に
出
し

侍
れ
ば
、
常
の
て
に
を
は
の
を
の
字
、
切
字
に
成
と
思
ひ
あ
や

ま
り
、
又
、
古
人
の
こ
の⑯
句
の
と
ま
り
に
、
を
の
字
を
す
へ
た
る
を
見

て
、
切
字
か
と
思
ふ
人
有
故
、
是
一
ツ
の
口
傳
。

　
　
　

第
九
ノ
餘
リ
爰
ニ
記　

此
先
は
前
ニ
記
ス

　
　

白
雲
と
花
咲
く
木
々
を
み
ね
の
雲⑰ 

」
10
ウ

か
や
う
な
る
は
切
字
に
て
な
く
侍
る
。
又
、
物
弐
ツ
く
ら
べ
ず
し
て

切
る⑱
有
。
こ
ゝ
に
一
両
句
あ
げ
侍
る
。
其
格
は
口
傳
に
残
ス
。

　
　

霜
に
た
へ
し
み
さ
ほ
も
有
を
雪
の
雲

○

⑲
雪
カ

　
　

を
し
か
り
し
春
さ
へ
あ
る
を
年
の
暮　
　

愚
句

祖
白
の
句　

暁
が
た
雨
は
れ
た
る
元
日

　
　

来
る
春
は
さ
は
ら
ぬ
も
の
を
夜
の
雨

此
句
は
、
来
る
春
は
八
重
む
ぐ
ら
に
も
さ
は
ら
ざ
り
け
る
、
と
云

め
づ
ら
し
く
侍
る
に
や
。
其
隠
者
の
身
の
程
を
思
へ
ば
、
一
入

珎
重
成
る
に
や⑳
。
こ
れ
ら
、
を
ま
は
し
の
句
の
手
本
な
る

べ
し
。 

」
11
オ
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第
十　

三
段
切
發
句
之
事

　
　

花
は
ひ
ほ㉑
柳
は
髪
も㉒
と
き
つ
風

　
　

織
女
は
何
れ㉓
の
薄
ぎ
り
雲
の
帯　
　

則
常

　
　
　

第
十
一　

は
ね
字
と
め
發
句

　
　

名
ぞ
高
き
月
や
桂
を
折
つ
ら
ん

　
　

哥
も
な
し

や
め
い
ぼ
く
な
か
る
ら
ん　
　

季
吟

　
　
　

第
十
二　

大
ま
は
し
發
句
事

　
　

あ
な
た
う
と
春
日
の
み
が
く
玉
津
嶋　
　

古
句

　
　

花
さ
か
ぬ
身
は
な
く
計
犬
ざ
く
ら　
　

元
隣

右
三
通
の
發
句
、
甚
深
の
相
傳
有
事
也
。
其
道
の
堪
能
な
ら 

」
11
ウ

ず
し
て
は
、
仕
立
や
う
知
と
も
無
益
の
事
也
。
僣
踰
の

罪
の
が
る
ゝ
に
所
な
け
れ
共
、
と
て
も
も
の
事
に
愚
句
一
句

書
付
侍
し㉔
。

　
　
　

宗
養
よ
り
傳
受
の
書
に
云
、

　
　
　

永
享
年
中
北
野
万
句　
　
　
　
　
　
　
御
所
様
御
句

　
　

み
づ
か
き
の
ふ
り
て
久
し
く
松
の
雪

と
被
為
遊
し
を
、
梵
灯
庵
主
宗
匠
に
て
、
是
は
久
し
き

と
御
沙
汰
候
は
ゞ
、
珎
重
の
御
句
た
る
べ
き
を
、
大
廻
し
御
存
知

な
き
ゆ
へ
と
被
申
し
を
き
こ
し
め
さ
せ
ら
れ
、
御
機
色

あ
し
か
り
け
れ
ば
、
都
の
す
ま
ゐ
叶
ず
し
て
、
す
る
河 

」
12
オ

の
か
た
は
ら
に
侍
し
と
也
。
其
外
二
字
切
、
三
切
字㉕
、
仕
立
有

事
也
。
又
、
恋
の
發
句
に
心
持
こ
れ
有
事
と
ぞ
。
連
も

五
十
韻
百
韻
と
な
り
し
は
、
梵
灯
の
比
よ
り
と㉖
な
り
。

　
　
　

第
十
三　

脇
句
之
事

ま
づ
脇
は
發
句
に
し
た
が
ひ
て
、
時
節
た
が
ひ
な
き
や
う

に
打
添
付
た
る
よ
し
。
其
上㉗
、
月
、
雪
、
宿㉘
、
或
、
草
木
、
鳥

獣
の
名
、
比
留
り
、
又
、
涼
し
さ
、
長
閑
さ
と
留
る
も
自
然
ニ

あ
り
。
發
句
は
客
、
脇
は
亭
主
、
第
三
は
相
伴
人
。
ま
づ

亭
主
脇
は
、
客
人
發
句
の
御
意
ニ
そ
む
か
ぬ
や
う
に
と
心

持
よ
き
也
。
時
節
た
が
は
ぬ
一
の
法
也
。
同
じ
春
に
て
も
三
月 

」
12
ウ

に
わ
か
ち
、
一
か
月
の
中
に
て
も
、
上
旬
、
中
旬
、
下
旬
と
分
侍
る
。

同
じ
時
節
と
い
ひ
な
が
ら
、
霞
な
ど
の
や
う
に
春
三
月
ニ

わ
た
る
物
あ
り
。
さ
れ
ど
、
霞
に
も
う
す
き
こ
き
の
時
節
、
景

氣
あ
り
。
忠
峯
の
い
ふ
ば
か
り
に
や
。
み
よ
し
野
の
山
も
霞

て
、
と
讀
れ
し
は
元
日
の
か
す
み
な
り
。
此
い
ふ
ば
か
り
に
や

と
い
へ
る
に㉙
、
深
キ
心
あ
る
事
也
。㉚
同
じ
上
旬
に
て
も
元
日

の
句
に
白
馬
節
會
、
時
節
違
な
り
。
立
秋
の
句
に
七
夕

の
道
具
付
た
る
も
其
心
也
。
此
心
持
肝
要
也
。
取
な
し

か
つ
て
せ
ぬ
事
な
り
。
詩
の
法
に
起
承
轉
之
心
能
す
。

第
三
相
伴
人
な
れ
ば
、
か
け
は
な
れ
取
な
し
も
仕
候
。
紹
巴
法 

」
13
オ

橋
よ
り
玄
仍
へ
遣
さ
れ
候
書
、
脇
に
五
法
あ
り
。

一 

相
對　

二 

打
添　

三 

違
付　

四 

心
附　

五 

比
留
り

本
哥
、
本
語
、
世
話
な
ど
、
大
方
發
句
に
云
残
し
た
る
詞
を

取
也
。
發
句
よ
り
そ
の
云
残
さ
ぬ
詞
を
と
ら
ぬ
有
。
い
さ
ゝ
か

習
ひ
有
。
大
小
の
脇
な
ど
い
へ
る
事
あ
り
。
先
師
貞
徳
老
ゟ

の
口
傳
。

　
　
　

第
十
四　

第
三
之
句
の
事

第
三
、
て
留
、
ら
ん
留
、
な
へ㉛
の
事
也
。
様
子
に
よ
り
、
に
留
も
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も
な
し
、
と
も
留
る
事
有
。
貞
徳
老
の
第
三
、
紅
梅
千
句
に
、

　
　

春
の
末
天
下
に
名
あ
る
ほ
と
ゝ
ぎ
す 

」
13
ウ

と
こ
れ
あ
り
。
此
留
や
う
、
百
匀
俳
諧
に
は
な
き
事
也
。
に
留

も
な
し
、
と
留
る
事
、
勿
論
習
ひ
あ
る
事
な
れ
ば
、

師
傳
な
き
人
は
得
せ
ぬ32
事
と
云
な
が
ら
、
又
、
其
習
ひ

を
得
れ
ば
、
別
の
事
も
な
き
事
也
。
か
や
う
の
曲
は
常

に
せ
ぬ
事
也
。
只
、
て
留
、
ら
ん
留
第
三
に
た
け
高
く
、
景

氣
う
つ
り
、
思
ひ
入
ふ
か
く
、
第
三
め
き
て
聞
ゆ
る
に
浅

か
ら
ぬ
傳
も
工
夫
も
あ
る
事
也
。

　
　

梅
の
花
見
に
こ
そ
来
つ
れ
雪
を
は
き
て　
　
　

可
全

　
　

御
所
車
花
に
く
る
〳
〵
み
す
ま
き
て　
　
　
　

梅
清

　
　

に
く
や
風
花
と33
散
て
ぞ
吹
ぬ
ら
ん　
　
　
　
　

昌
珎 

」
14
オ

　
　

後
〳
〵
も
見
よ
と
や
古
哥
を
集
む
ら
ん　
　
　

正
慶

大
方
か
や
う
の
風
情
な
る
べ
し
。
前
句
を
聞
ざ
れ
共
、
面
白
し
。
第
三

の
み
に
か
ぎ
ら
ず
、
前
句
な
し
に
面
白
き
上
品
の
句
也
。
中
品
の34

迄
は
前
句
の
光
り
に
て
能
聞
へ
て
、
前
句
な
し
に
は
さ
も
な
き
こ
と

な
り
。
そ
れ
さ
へ
あ
る
を
、
前
句
を
か
り
前
句
に
も
た
れ
ん
は

作
者
の
無
念
歟
。
さ
れ
共
、
前
句
に
も
た
る
ゝ
句
を
聞
知

人
も
稀
也
。
前
句
に
も
た
れ
ぬ
や
う
に
と
年
比
心
か
く

れ
共
、
甚
な
り
が
た
し
。

　
　
　

第
十
五　

四
句
目
之
事

脇
の
句
の
お
も
ふ
り
と
は
、
一
く
ら
ゐ
替
り
て
、
い
か
に
も
か
ろ
く 

」
14
ウ

仕
立
た
る
よ
し
。
其
故
に
、
て
に
を
は
、
た
る
、
な
り
、
め
り
、
な
ど
ゝ

留
る
由
、
紹
巴
の
口
傳
に
は
侍
れ
共
、
又
、
文
字
に
て
路
、
雪
、
哥

な
ど
ゝ
留
り
た
る
も
あ
る
な
り
。
連
哥
に
は
面
連
哥
と
て
、

か
る
き
を
専
に
し
侍
れ
共
、
俳
諧
に
は
か
ろ
き
ば
か
り
に
て
、

な
ま
つ
き
な
る
は
お
も
し
ろ
げ
な
き
也
。
能
心
得
べ
き
。

　
　
　

第
十
六　

五
句
目
之
事

是
は
、
た
け
高
く
、
第
三
の
お
も
か
げ
に
仕
立
た
る
能
也
。
す
べ

て
上
句
、
て
ど
め
、
ら
ん
留
の
句
は
、
第
三
つ
か
う
ま
つ
る
心
に

て
仕
立
た
る
よ
し
。 

」
15
オ

　
　
　

第
十
七　

面
八
句
之
事　
九
句
目

八
句
之
事
は
大
方
の
法
度
、
貞
徳
の
十
首
の
哥
を
も
つ
て

類
せ
し
給
ふ
べ
し
。
哥
略
之
。

　
　
　

第
十
八　

月
花
之
事

月
、
面
の
七
句
ま
で
、
花
、
裏
の
十
三
句
目
を
定
座
と
い
へ
り
。
さ

れ
共
、
脇
、
第
三
に
も
花
を
す
る
也
。
裏
の
月
は
は
や
く
出
し
た
る

可
也
。
月
を
お
そ
く
出
せ
ば
、
花
の
句
に
つ
か
へ
て
わ
る
し
。
ま
た
、

の
句
に
月
を
結
て
す
る
事
有
。
月
は
四
季
共
有
。

ゆ
へ
に
花
に
ひ
か
れ
て
春
に
な
る
也
。
花
紅
葉
し
て
は
雑
也
。

　
　

華
の
後
青
葉
な
り
し
が
紅
葉
し
て 

」
15
ウ

と
云
句
、
三
季
あ
れ
共
秋
也
。
花
の
句
お
も
は
し
か
ら
ぬ
句
有
之
。

　
　
　

障
子
の
そ
と
へ
も
る
ゝ
人
聲

　
　

集
り
て
双
六
を
う
つ
華
の
春

　
　
　

身
を
粉
に
な
し
て
棒
つ
か
ふ
也

　
　

渡
る
世
や
そ
ば
切
を
打
花
の
春

加
様
の
句
、
他
流
に
多
し
。
花
の
春
に
相
應
と
も
見
へ
ず
、
前

句
に
は
能
付
、
花
の
春
、
付
除
り
た
る
と
や
い
は
ん
。
又
、
華
の
春
を
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言
葉
の
た
ら
ぬ
所
、
た
し
に
し
た
る
様
に
て
聞
に
く
し
。

花
の
句
は
、
花
と
云
字
な
く
て
聞
之
難
き35
や
う
な
る
よ
し
。

を
や
と
ひ
た
る
は
花
の
本
意
に
あ
ら
ず
。
月
花 

」
16
オ

の
句
、
時
宜
あ
る
也
。
三
人
以
上
の
會
に
は
、
發
句
の
人
は

仕
ら
ず
。
月
の
句
に
も
時
宜
あ
り
と
い
へ
共
、
華
の
句
、
大
切

成
ご
と
く
に
は
あ
ら
ず
。
十
三
句
目
、
花
の
定
座
と
定
事
、

句
毎
に
我
人

の
句
を
憚
り
て
、
十
三
句
目
迄
延
し

た
る
を
、
十
四
句
目
、
下
の
句
に
せ
ん
事
い
か
ゞ
迚
、
十
三
句
目
に

せ
し
事
な
り
。
其
故
に
、
獨
吟
か
其
座
の
宗
匠
な
れ
ば
、

何
方
に
も
辞
儀
な
し
に
す
る
事
な
り
。
又
、
余
人
も
珎
重

な
る
句
は
、
宗
匠
、
貴
人
へ
理
て
す
る
也
。
月
の
句
、
月
に

し
の
べ
る
、
月
に
畫36
を
見
る
な
ど
、
不
然37
。
季
を
持
た
せ
ん
た
め

計
に
、
月
に
何
す
る
、
月
に
か
を
す
る
な
ど
、
月
の
縁 

」
16
ウ

な
き
は
聞
に
く
し
。

　
　
　

第
十
九　

呼
出
し
花
引
上
華
の
事

呼
出
し
の

、
大
方
は
せ
ぬ
事
也
。
裏
の
六
句
目
よ
り
後
に
春

の
句
出
せ
ば
、
花
呼
出
し
に
な
る
。
其
ゆ
へ
、
裏
の
六
句
目
以
来
、

春
を
せ
ぬ
也
。
春
は
三
句
せ
ず
ば
、
か
な
は
ぬ
事
也
。
六
、七
、八
句
と

来
て
、
九
句
目
よ
り
十
二
句
目38
迄
四
句
な
れ
ば
、
定
座
の

の
句
、

五
句
去
り
に
一
句
近
き
故
也
。
さ
れ
共
、
貴
人
、
高
家
、
六
句
目
以
後

に
春
を
せ
ら
れ
し
時
、
悪
き
と
云
が
た
し
。
雑
の
花39
、
他
の
季

の
花
と
は
余
花
、
花
聟
の
類
、
ま
た
、
花
の
後
青
葉
な
り

し
が
紅
葉
し
て
、
と
云
句
の
類
也
。
引
上
の
花
と
は
、
十
三 

」
17
オ

句
目
、
こ
な
た
に
前
句
、
春
に
て
も
な
き
花
の
句
を
す
る
事

な
り
。
裏
に
て
も
、
五
句
目
本
ノ
マ
ヽ
ニ
は
春
も
仕
候
。
花
の
句
と
五

句
隔
有
故
也
。
い
づ
く
に
て
も
春
一
句
来
る
に
は
、
花
の

句
を
付
、
二
句
、
三
句
来
て
後
は
、
花
の
句
せ
ぬ
と
云
、
田
舎

説
也
。
不
可
信
用
。
九
句
目
よ
り
後
、
高
き
植
物
せ
ず
、
十

句
目
よ
り
後
は
ひ
く
き
植
物
も
せ
ぬ
事
也
。
二
句
去
り
、

雰
は
ふ
り
物
、
聳
物
両
方
に
嫌
也
。
器
物
、
同
じ
き
様
成

物
は
三
句
は
つ
ゞ
か
ず
。
此
去
嫌
、
宗
匠
の
次
第
に
す
べ
き

な
り
。　
　

是
マ
デ
ハ
第
十
九
ノ
口
義
ナ
リ
。
コ
ヽ
ニ
第
廿
二
出
ル
。

　
　
　
○　

此
間
闕
文
歟
。
不
知
筆
者
云
之
。

　
　
　

第
廿
二　

春
秋
両
字
添
季
持
句
之
事 

」
17
ウ

た
と
へ
ば
、
春
の
夕
暮
、
秋
の
中
空
、
云
付
た
る
云
に
不
及
。
春

の
築
山
、
秋
の
泉
水
は
、
春
山
秋
水
と
云
へ
る
文
字
も
あ
れ

ば
、
水
も
山
も
春
秋
に
し
た
が
ひ
て
、
景
氣
も
か
は
る
物
な
れ

ば
、
不
苦
。
又
、
春
の
臺
、
つ
ま
り
た
る
や
う
な
れ
共
、
春
臺
と
云

字
あ
れ
ば
、
不
苦
。
詩
之
題
に
春
女
之
恨
と
云
へ
る
あ
り
と

い
へ
共
、
春
の
女
一
向
に
い
は
る
ま
じ40
。
詩
之
題
の
心
は
、
女
は
陰

氣
を
つ
か
さ
ど
る
ゆ
へ
、
春
の
陽
氣
に
感
じ
て
、
恋
暮
の

心
も
起
る
と
い
ふ
心
也
。
お
も
ひ
切
つ
ゝ
世
を
そ
む
く
秋
、

か
や
う
の
句
も
秋
と
い
ふ
字41
。 

」
18
オ

　
　
　

或
人
之
説　
　
　

連
誹
十
三
ヶ
條

一 
賦
物
の
事
、
六
義
の
第
一
な
り
。
則
賦
之
字
を
ク
バ
ル
ト

ヨ
ム
。
百
韻
の
全
躰
此
一
字
よ
り
起
る
な
り
。
此
儀
は
神
道
ゟ

出
た
る
也
。
し
か
る
に
よ
り
、
む
さ
と
云
べ
き
事
な
ら
ず
。
連
は

清
浄
な
る
ゆ
へ
、
必
賦
物
取
也
。
誹
は
穢
れ
た
る
事
も
云
出

す
ゆ
へ
、
と
ら
ざ
る
な
り
。
誹
賦
物
取
時
は
、
一
座
清
浄
也
。
依
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其
、
長
頭
丸
風
に
、
發
句
花
な
れ
ば
華
の
誹
諧
、
月
な
れ

ば
月
の
誹
諧
、
と
端
書
す
る
也
。
是
は
、
一
字
露
顕
の
格
也
。

一 

發
句
は
陽
也
。
天
地
開
初
一42
陽
起
る
也
。
然
る
に
よ
り
、

如
何
に
も
長
高
く
云
上
也
。
脇
は
又
、
陰
也
。
陰
は
不
断
陽 

」
18
ウ

に
籠
り
て
有
故
、
陰
字
を
す
る
也
。
陰
は
陽
に
し
た
が
ふ
物

な
れ
ば
、
發
句
に
よ
り
、
取
寄
、
天
地
和
合
す
べ
し
。
第
三
は
、
天

地
極
て
人
の
道
始
也
。
然
る
に
よ
り
、
發
句
、
脇
に
目
を

か
け
ず
、
又
、
發
句
す
る
心
地
に
す
べ
し
。
天
地
人
の
三
才
也
。

元
朝
の
三
ツ
物
と
申
も
、
天
地
人
の
三
才
也
。
四
句
目
、
八
句
め
、

か
ろ
〴
〵
と
す
る
也
。
面
八
句
は
八
卦
に
か
た
ど
る
。
八
ツ
は
数
の

字
た
る
始
也
。
裏
面
有
事
は
陰
陽
な
り
。
四
折
は
四
季
を

か
た
ど
る
。
百
韻
も
、
上
五
十
韻
は
陽
、
下
五
十
韻
は
陰
な
り
。

　
　
　
　

大
廻
し
之
句
と
て
、

　
　

五
月
は43
峯
の
枩
風
谷
の
水 

」
19
オ

右
大
廻
し
共
、
三
段
共
、
三
明
の
切
字
共
云
也
。
や
の
字
を
く

は
へ
て
き
ひ
て
書
也
。
十
八
て
に
を
は
の
格
也
。

　
　

松
白
し
嵐
や
雪
に
霞
む
ら
ん

　
　

音
も
な
し
花
や
名
木
な
か
る
ら
ん

右
の
格
也
。
上
五
文
字
に
て
、
し
、
や
と
疑
ひ44
、
扨
は
ね
る
て
に

を
は
な
り
。

　
　
　

發
句
の
け
り
留
之
事

　
　

神
無
月
紅
葉
も
春
に
成
に
け
り

　
　

あ
ま
た
度
来
て
ね
こ
そ
げ
に
喰
に
け
り

右
之
格
也
。
七
文
字
に
て
、
に
と
を
さ
へ
、
下
に
て
け
り
と
留
る
な
り
。 

」
19
ウ

　
　
　

第
三　
　

も
な
し
の
事

　
　

木
の
葉
ち
る
分
入
山
の
道
も
な
し

此
格
也
。
發
句
の
も
な
し
は
、
な
き
事
を
有
様
に
云
た
て
、

第
三
の
も
な
し
は
、
有
事
を
有
様
に
云
也
。
此
替
な
り
。

　
　

朝
雰
に
海
辺
と
な
ら
ぬ
山
も
な
し

右
に
云
、
な
き
事
を
有
様
に
い
ひ
な
す
格
也
。
は
な
し
留

も
同
前
。
は
も
通
韵
な
り
。

　
　
　

祝
言
の
事

發
句
、
脇
、
第
三
の
仕
様
、
梅
、
花
、
桺
、
椿
、
松
、
若
葉
の
末
を

か
ゝ
へ
た
る
事
可
然
。
祝
言
の
時
、
松
は
千
代
と
限
を
定 

」
20
オ

事
心
得
有
べ
し
。
花
を
う
へ
、
小
松
を
植
初
る
心
持
能

な
り
。
但
、
病
人
な
ど
の
所
望
に
て
發
句
す
る
に
は
、
椿
、

夘
木
を
せ
ぬ
也
。
又
、
つ
ゞ
き
の
あ
し
き
を
嫌
。

　
　
　
　

脇
句

ひ
こ
か
ら
み
と
い
ふ
事
脇
に
有
。
た
と
へ
ば
、
藤
な
ど
の
發
句

に
、
松
を
縁
に
し
て
這
か
ゝ
る
物
な
り
。
然
間
、
一
句
の
内

に
、
松
な
ど
を
取
合
す
る
也
。
唯
、

を
賞
翫
の
發
句
に
植

物
取
添
事
、
い
ら
ぬ
事
也
。
又
、
口
傳
大
か
ゞ
み
、
小
か
ゞ
み
、

病
者
の
所
に
て
、
蔦
な
ど
す
べ
か
ら
ず
。
山
に
霞
雰
な

ど
の
つ
ゝ
み
た
る
や
う
に
せ
ず
。
か
や
う
の
事
也
。
第
三
て 

」
20
ウ

留
常
の
事
也
。
ら
ん
、
も
な
し
に
留
り
、
三
ツ
は
習
ひ
有
。
發

句
、
脇
、
う
た
が
ひ
か
、
未
来
か
、
下
知
な
ら
ば
、
右
三
ツ
の
留
め

く
る
し
か
ら
ず
。
発
句
、
脇
、
落
着
の
時
は
せ
ぬ
也
。
是
習
也
。

　
　

入
る
月
の
空
に
や
待
し
今
朝
の
月45

　
　
　

野
辺
の
小
鹿
の
あ
と
し
た
ふ

　
　

里
人
の
真
萩
か
る
か
の
を
か
越
に　
　

　
　

秋
は
見
ん
花
の
夏
草
茂
り
来
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

帰
る
さ
は
家
づ
と
に
せ
ん
花
折
て

見
ん
す
る
に
て46
不
切
。

明
日
も
見
ん
、
後
も

見
ん
な
ど
の
類
也
。

二
ツ
云
か
け
て
は
、

見
ん
す
る
也
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是
も
せ
ん
す
る
也
。
不
切
。

　
　

を
見
ん
朝

う
つ
す
か
ゞ
み
草　
　
　
是
は
切
た
る
也
。 

」
21
オ

　
　
　
　

か
け
合
之
句
の
事

　
　

浮
草
に
や
ど
り
は
か
な
き
秋
の
月47

　
　
　
　

此
句
や
ど
る
も
は
か
な
に
て
能
か
け
あ
ひ
候
。　

首
切　

衣
打
浅
茅
が
原
に
里
ふ
り
て

　
　
　
　

衣
打
浅
茅
が
原
に　
此
下
白
紙

　
　

あ
ら
た
の
し
喰
初
て
酌
霞
か
な

　
　
　

な
を
も
果
報
の
つ
か
へ
若
も
ち

　
　

花
や
か
な
た
ん
ざ
く
ひ
ろ
ふ
有
氣
入
に

但
、
か
な
と
留
り
昔
は
せ
ざ
れ
共
、
今
は
脇
の
作
り
さ
へ
よ
け

れ
ば
く
る
し
か
ら
ず
。
是
秘
な
り
。 

」
21
ウ

　
　

脇
の
句　

薄
雰
渡
る
峯
の
明
ぼ
の

　
　
　

平
句
の
体
也
。
薄
雰
渡
る
明
ぼ
の
ゝ
峯
と
云
て
は
韵
な
り
。

　
　
　

右
云
、
陰
の
句
の
体
也
。

　
　

第
三　

小
船
さ
す
袂
涼
し
く
月
出
て　
　

是
平
句
也
。

　
　
　

小
船
さ
す
袂
涼
し
き
、
と
あ
れ
ば
よ
し
。
涼
し
く
と
い
ひ

　
　
　

て
は
韵
字
。

　
　
　

遠
村
の
柳
色
そ
ふ
雨
晴
れ
て

　
　
　

雨
は
れ
て
桺
の
色
そ
ふ
也
。　
此
下
白
紙

　
　

顕　
上
ハ
ア
キ　

下
ハ
ア
キ
ラ　
　

兼　
上
ハ
カ
ネ

下
ハ
カ
ヌ　

慶　
上
キ
ヤ
ウ

下
ケ
イ

　
　

哥
ト
云
字
和
訓　
　
此
下
白
紙 

」
22
オ

　
　
　
　
　

定
家
卿

明
は
又
秋
の
な
か
ば
も
過
ぬ
べ
し
か
た
む
く
月
の
を
し
き
の
み
か
は

　

○　

詩
變
〆
而
爲
ルレ
騷
ト
騷
變
〆
而
爲
ルレ
辞

　
　
　
詩
は
詩
経
な
ど
也
。
騷
は
離
騷
也
。
屈
原
作
也
。
辞
は
漢
武
帝
秋
風
辞
也
。

有
文　

詠
て
月
を
猿
や
ほ
し
が
る

無　
　

月
を
詠
て
猿
や
ほ
し
が
る

　
　
　

硯
水
か
と48
ぬ
る
む
樋
の
口

　
　
　

ぬ
る
む

説
奏49
ノ
口
傳
五
文
字
月
出イ
デ

で
ぬ
や

月
や
あ
ら
ぬ
三
々
は
よ
し
、
二
四
は

わ
ろ
し
。
下
の
五
文
字50
き
5ゝ1

な
ま
し
物
を
、
三
五
五
三
よ
し
、
四
々
わ
ろ
し
。」
22
ウ

　
　

ふ
す
ま
雪
す
き
や
の
畳
も
面
白
に
て

志
那
弥
三
郎
範
重52
、
永
正
の
比
の
人
也
。
近
江
国
に
生
れ
て
、

摂
津
国
尼
崎
に
住
し
、
晩
年
に
及
び
て
山
崎
関
戸
の
院
辺

に
楽閑

か

居
せ
し
め
、
名
を
宗
鑑
と
改
る
也
。
犬
筑
波
と

云
書
を
作
り
て
、
世
に
弘
め
し
也
。
そ
れ
よ
り
遥
に
程ホ

ド

ふ
り
て
、

松
永
氏
貞
徳
先
生
、
あ
や
し
う
道
に
堪
た
り
し
か
ば
、
な
が
れ

を
む
す
ぶ
も
の
を
ほ
く
侍
り
し
中
、
親
重
、
重
頼
と
い
ふ
者
、

わ
き
て
此
門
に
遊
び
、
天
文
年
中
よ
り
以
来
の
發
句
、
付

句
を
拾
ひ
て
一
集
と
す
。
今
の
犬
子
集
也
。
其
後
、
二
子
、

中
そ
ば
〳
〵
し
う
成
、
剰
、
師
門
に
も
う
と
か
り
し
親
重
、 

」
23
オ

四
季
に
四
巻
の
句
帳
を
作
る
。
一
村
と
云
者
、
清
書
さ
せ
て

閑開
53板

す
。
貞
徳
末
弟
、
末
吉
道
節
、
新
に
一
集
を
作
り

た
ま
へ
と
、
徳
師
へ
勧
て
鷹
筑
波
を
ゑ
ら
む
。
山
本
西
武

畫書

生出
54す

。
い
く
と
し
を
経
ず
し
て
、
又
、
崑
山
を
ゑ
ら
む
。
良
徳
筆
執
す
。

崑
山
、
玉
海
、
二
集
の
後
、
尾
陽
集
、

夢
見
草　

砂
金
集　

驚
鹿
集　

牛
飼　

口
真
似
草

物
忘　

新
犬
筑
波　

捨
玉55　

鉇
屑　

鸚
鵡　

捨
子
集

鋸
屑　

継
子
立　

早
梅　

懐
子　

思
出
草　

鄙
諺
集

埋
草　

木
玉
集　

落
穂　

芦
花
集　

絲
瓜
草

佐
夜
中
山　

耳
無
草　

奉
納
集　

遠
近
草56　
此
下
白
紙 

」
23
ウ

〻　〻

〻
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世
に
知
ら
ぬ
心
地
こ
そ
す
れ
有
明
の
月
の
行
ゑ
を
空
に
ま
か
せ
て57
源
氏

　
　
　
　
　
　

俊
成
の
源
氏
第
一
の
哥
と
い
へ
り
。

　
　

我
宿
の
榎
色
づ
く
夕
日
影

　
　
　

し
ら
ぬ
小
鳥
の
お
ほ
く
あ
つ
ま
る

　
　

か
ね
て
よ
り
思
ひ
し
事
を58
ふ
し
芝
の
こ
る
計
な
る
な
げ
き
せ
ん
と
は
加
賀

　
　

な
き
ぬ
べ
き
夕
暮
な
れ
ど
時
鳥
ま
た
れ
ん
と
て
や
つ
れ
な
か
る
ら
ん
少
将

　
　
　
　
　
　

夏
の
枩
虫

　
　

晴
間
な
き
雲
よ
り
く
れ
て
夏
の
夜
の
明
る
も
遅
き
五
月
雨
の
空
大
納
言
実
信
女

　
　
　
　
　
　

勝
月
星 

　
　

星
ひ
と
つ
見
る
に
そ
の
夜
の

し
さ
は
月
に
ぞ
ま
さ
る
五
月
雨
の
空
長
嘯 

」 

24
オ

　
　
　
　
　
此
下
白
紙

　
　
　
　

百
人
一
首

○

天
智
天
皇
作
者
次
第
立
様
、
第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
四　

心

得
有
。
巻
軸
、
又
、
巻
頭
立
様
也
。
天
智
、
持
統
、
人
丸
、
赤
人
、

巻
軸
、
順
徳
院
、
後
鳥
羽
院
、
家
隆
、
定
家
也
。
後
鳥
羽
院

を
巻
軸
に
置
べ
き
儀
な
が
ら
、
巻
頭
立
様
之
例
に
て
上
ニ

両
人
宛
置
ゆ
へ
、
又
、
下
に
も
二
人
宛
置
也
。
首
尾
相
應

也
。
秋
の
田
の
御
哥
、
民
を
憐
み
給
ふ
天
子
の
本
ゆ
へ
巻
頭

づ
ゝ
心
を
籠
つ
ゝ
。

○

人
丸
六
代
帝
の
師　
　

足
曳
の
、
待
戀
哥
、
幾
夜
〳
〵
も
待
。 

」
24
ウ

　

第
三
の
臣
也
。
哥
道
の
臣
也
。
此
哥
五
首
、
巻
頭
長
哥
の
末
に
反
哥
有
。

○

赤
人
、
垢
と
き
こ
え
ぬ
様
に
赤
き
と
い
ふ
や
う
に
、

○

鵲
の
哥
、
堺
傳
授
、
寒
夜
の
哥
也
。
寒
夜
の
け
い
き
能
く
思
ふ
べ
し
。

○

仲
麿
餞
別
振
は
心
な
し
。
さ
け
遠
也
。
振
散
遠
ケ
ミ
レ
バ
。

○

喜
撰
五
首
の
哥
、
堺
傳
授
ヘ
も
入
也
。
キ
セ
ン
ヨ
ミ
ク
セ
有
ト
云
ハ
、
非

　

也
。
ウ
イ
山
ト
ハ
、ナ
ン
ト
シ
テ
ヲ
シ
ヤ
ル
ノ
是
ホ
ド
サ
ハ
ラ
ヌ
世
ノ
中
ヲ
ト
云
、

　

衣
ホ
ス
ト
ハ
ヌ
グ
ナ
リ59
。

　

六
哥
仙
の
内
、
時
代
不
同
の
哥
合
、
公
任
補
註
、

○

小
野
小
町
、
衣
通
姫
、
な
が
め
は
花
の
ゑ
ん
也
。
世
に
ア
リ
フ
ル
ヽ
、

○

蝉
丸　
深
草
盲
僧

マ
ギ
レ
リ　

博
雅
三
位
、
琵
琶
習
に
百
夜
通
立
聞
。 

」
25
オ

○

参
議
。
此
下
白
紙

　
　
　

相
傳
一
大
事
秘
切
紙
弐
拾
五
ケ
條
ノ
内
七
ヶ
条60

お
よ
そ
大
和
哥
は
、
言
葉
を
も
て
色
々
工
ミ61
、
又
、
心
を
延
侍
る

事
な
れ
ば
、
て
に
を
は
を
も
て
要
心
と
す
る
。
さ
れ
ば
、
至
る
相

傳
に
し
て
未
心
外
に
あ
ら
は
せ
ず
と
い
へ
共
、
ひ
そ
か
に
是
を
知
べ
し
。

　
　
　

第
一　

は
ね
る
事
口
傳
ノ
秘

覧
と
う
た
が
は
ん
事
。
か
、
か
は
、
か
も
、
何
、
な
ぞ
、
い
か
に
、

い
つ62
、
い
づ
く
、
や
、
い
く
、
な
ど
、
是
等
之
事
、
誰
も
知

れ
ぬ
事
也
。
其
證
哥
し
る
す
に
不
及
。
朝
夕
も
て
あ
つ
か
ふ
事63
也
。

　
　
　

第
二　

治
定
し
て
の
事 

」
25
ウ

思
は
ん
、
見
む
、
ね
ん
、
け
ん
、
な
ん
、

此
類
と
知
る
べ
し
。
い
づ
れ
に
も
か
ゝ
は
ら
ぬ
は
ね
な
り
。

　
　
　

第
三　

つ
め
て
は
ね
る
事

是
は
、
か
ゝ
へ
字
有
。
さ
へ
、
だ
に
、
そ
、
を
ば64
、
わ
で
、
此
五
ツ
の

詞
を
入
て
は
ぬ
べ
し
。
多
は
無
用
の
事
也
。
た
と
へ
ば
證
哥
、

　
　

春
日
山
み
ね
の
木
の
間
の
月
な
れ
ば

　
　
　

み
ぎ
ひ
だ
り
に
ぞ
神
守
る
ら
ん

此
、
に
ぞ
に
習
ひ
有
事
也
。
に
ぞ
は
に
や
な
り
。

〜

｜

〜
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道
遠
し
夕
日65
の
原
の
つ
ぼ
す
み
れ

　
　
　

春
の
か
た
み
に
つ
み
て
帰
ら
ん 

」
26
オ

此
か
た
み
に
の
所
、
ま
は
し
て
に
を
は
也
。
字
を
一
字
か
へ
て
可
聞
。

　
　
　

第
四　

か
ゝ
へ
の
字
を
畧
し
た
る
事

覧
留
り
、
つ
め
、
は
ね
と
て
ふ
か
き
口
傳
有
。
姉
小
路
殿
、
龍

本
寺
殿
、
澤
恵
、
源
政
直
、
御
相
傳
の
そ
の
一
字
の
留
り
あ
ま
た

有
。
く
、
す
、
ぬ
、
ふ
、
ゆ
、
む
、
る
、
に
、
つ
、
ぞ
、
ト
云
。
我
ぞ
と
ふ
、

花
ぞ
咲
、
泪
ぞ
袖
に
玉
は
な
す
、
浪
ぞ
た
つ
、
問
ぞ
こ
ぬ
、

人
を
ぞ
頼
む
。

　

如
斯
、
の
べ
て
も
つ
ゞ
め
て
も
よ
し
。
猶
、
右
の
外
に
秘
の
極
々
有
。

ね
、
し
に
、
し
か
、
き
し
、
を
、
は66
。

　
　

か
ら
衣
日
も
夕
暮
に
な
る
時
は 

」
26
ウ

　
　
　

か
へ
す
〴
〵
ぞ
人
は
恋
し
き

　
　

水
の
う
へ
に
う
か
べ
る
舟
の
君
な
ら
ば

　
　
　

爰
ぞ
と
ま
り
と
い
は
ま
し
も
の
を

花
を
ぞ
見
る
、
月
を
ぞ
見
し
に
、
松
を
ぞ
友
、
思
ひ
し
か
、

君
ぞ
し
ら
ん
。
如
此
、
吟
を
う
る
は
し
く
と
む
べ
し
。
是
ふ
だ
ん

眼
前
に
山
〳
〵
有
事
な
れ
共
、
か
く
と
し
る
、
さ
て
は
知
が
た
し
。

　
　
　

第
五　

留
り
を
用
ぬ
そ
有
事

と
ま
り
を
用
ぬ
そ
の
字
有
。
下
知
の
そ
、
か
く
は
な
せ
そ
、
人
な
と
が
め

そ
、
此
類
也
。
そ
と
や
と
延
ち
ゞ
め
か
よ
ひ
侍
る
。
た
と
へ
ば
、

　
　

武
蔵
野
の
か
す
み
に
し
ら
ず
ふ
る
雪
に
ま
だ
若
草
の
つ
ま
や
こ
も
れ
る
」 

27
オ

是
は
、
そ
を
の
べ
た
る
や
也
。
つ
ま
ぞ
こ
も
れ
る
也
。
大
切
の
秘
也
。
是

等
は
、
初
心
の
云
事
に
あ
ら
ず
。
し
り
て
も
し
ら
で
、
相
違
の
て
に

を
は
と
人
の
可
聞
。
又
、
聞
知
耳
も
ま
れ
な
る
べ
し
。
證
哥
、

　
　

春
日
野67
に
子
の
日
の
松
は
千本

ノ
マ千ヽ

代68
そ
へ
つ
ゝ
も
猶
神
ぞ
引
ら
ん

　
　
　

ぞ
と
の
と
の
、
て
に
を
は
の
通
へ
る
、
是
に
か
き69
本
ノ
マ
ヽ

　
　
　

口
傳
な
る
を
爰
に
あ
ら
は
し
侍
る
。

　
　

き
の
ふ
ま
で
早
苗
と
り
し
が
い
つ
の
間
に
い
な
葉
そ
よ
ぎ
て
秋
風
の
吹

い
つ
を
に
と
と
め
候
故70
、
そ
よ
ぎ
て
と
留
、
秋
風
の此

の
そ
也ふ

く
也71
。

　
　

折
つ
れ
ば
袖
こ
そ
匂
へ
梅
の
花
有
と
や
爰
に
う
ぐ
ひ
す
の
啼

こ
そ
を
匂
へ
と
お
さ
へ
、
有
と
や
を
爰
に
と
留
。
鴬
の
な
く
は
鴬
ぞ
啼
也
。 

」
27
ウ

の
と
云
時
は
、
と
ま
り
に
か
ゝ
へ
有
。
大
事
、
右
に
云
そ
の
字
の

留
、
い
づ
れ
に
て
な
く
て
は
不
叶
。

　
　

春
来
て
も
花
も
匂
は
ぬ
山
里
に
物
う
か
る
音
に
鶯
ぞ
啼

　
　

山
高72
み
人
は
む
か
し
の
跡
ふ
り
て
い
ま
よ
り
さ
き
に
軒
ぞ73
か
た
む74
く

右
是
等
能
〳
〵
味
へ
、
心
に
そ
め
給
ふ
べ
し
。
秘
事
は
ま
つ
毛

と
は
、
か
ゝ
る
事
な
り
。

　
　

し
め
置
て
今
は
と
思
ふ
山
里
の
ゑ
も
き75
か
本
に
松
虫
の
啼

　
　

東
路
の
佐
野
の
船
橋
か
け
て
の
み
思
ひ
わ
た
る
を
知
るぞ
人
ぞ
な
き

を
ぞ
、
と
ぞ
、
て
も76
、
是
等
、
ぞ
、
か
、
よ
の
三
字
に
通
侍
る
。
と
ぞ
、
と
か
、

と
よ
、
か
や
う
の
類
也
。
君
が
心
ぞ
、
君
が
心
よ
、
君
が
心
か
。 

」
28
オ

又
、
云
捨
る
ぞ
あ
り
。
非
下
知
。　

證
哥　
か
や
う
の
類
多
し
。

　
　

御
祓
し
て
結
ぶ
川
浪
年
ふ
共
い
で
淀
む
べ
き
水
の
流
れ
ぞ

　
　
　

第
五　

こ
そ
の
と
ま
り

こ
そ
と
い
ふ
、
れ
と
留
る
事
誰
も
知
れ
り
。
れ
の
五
音
、
ゑ
、
け
、

せ
、
て
、
ね
、
つ
、
め
、
に77
、
れ
也
。
物
を
こ
そ
思
へ
、
人
を
こ
そ
ま
て
、
有
と

こ
そ
き
け
、
花
を
こ
そ
な
は78
、
い
こ
そ
ね
ら
れ
ぬ79
、
そ
れ
と
こ
そ

見
め
、
こ
そ
と
云
て
と
と
ま
る
て
に
を
は
、
俊
成
卿
へ
定
家
三
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年
の
間
と
ひ
給
ふ
に
、
答
へ
給
は
ず
。
思
ひ
あ
た
り
給
へ
と
計
、

哥
を
捨
ら
れ
よ
と
仰
あ
れ
ば
、
其
時
お
も
ひ
あ
た
り
給
ふ

と
い
へ
り
。 

」
28
ウ

　
　

月
を
こ
そ
見
も
せ
ね
雨
に
夜
半
更
て

此
類
也
。
こ
そ
と
云
、
せ
ね
と
を
さ
へ
て
、
後
は
て
と
と
ま
り
、
如
此
。
右

の
外
、
又
、
大
事
の
留
り
有
。
し
か
、
を
、
し
に
、
よ
き
に
、
に
き
か
。

　
　

花
す
ゝ
き
我
こ
そ
し
た
に
思
ひ
し
か　
　
コ
ソ
シ
カ
也

　
　
　

穂
に
出
て
人
に
む
す
ば
れ
に
け
り　
　

　
　

霞
こ
そ
立
こ
め
け
る
を
鈴
鹿
山　
　
コ
ソ
、
ケ
ル
、
ヲ
、
ト

　

ヲ
サ
ヘ
タ
リ　
　
　
　
　
　

　　

 　

春
に
な
る
と
は
い
か
に
い
ふ
ら
ん

月
こ
そ
月
よ
、
我
こ
そ
う
ら
み
は
つ
べ
き
に
、
又
、
い
ひ
の
こ
す
こ
そ
有
。

　
　

春
も
過
秋
も
く
る
ゝ
と
か
ぎ
り
あ
り

　
　
　

人
も
あ
ひ
見
ん
事
を
の
み
こ
そ 

」
29
オ

事
を
の
み
こ
そ
あ
れ
と
二
字
残
す
也
。
あ
れ
を
添
て
可
聞80
。

是
連
哥
に
十
九
て
に
を
は
ト
云
、

又
、
下
の
句
十
六
て
に
は
ナ
リ

そ
と
、
こ
そ
と
い
ふ
に
も
、
と
ま
ら
ぬ

事
侍
る
。
是
ふ
か
き
口
傳
。
又
、
と
ま
る
て
に
を
は
あ
り
。

　
　

お
ほ
か
た
は
松
の
千
年
は
ふ
ら
ね
共
人
の
言
葉
は
君
ぞ
か
ぞ
へ
む

如
此
と
め
た
る
は
、
君
ぞ
は
の
也
。
右
に
此
儀
有
。
是
等
は
よ
く
〳
〵

心
を
付
す
べ
き
の
耳82
と
云
は
る
ゝ
事
、
可
聞
第
一
ノ
事
な
り
。

返83
々
心
を
付
て
聞
侍
る
べ
し
。
猶
又
、

　
　

血
の
な
み
だ
落
て
ぞ
瀧
津
白
川
は
君
が
代
ま
で
の
名
に
こ
そ
有
け
れ

血
の
涙
落
て
ぞ
、
の
ぞ84
と
ま
り
、
な
し
と
と
が
む
べ
し
。
瀧
津
の
津

の
字
に
て
あ
つ
か
ひ
た
り
。
是
等
の
心
得
聞
所
を
そ
ゝ
ぐ
。 

」
29
ウ

神
通
も
習
は
ず
し
て
は
、
し
る85
べ
か
ら
ず
。
口
傳
に
し
て
申

残
す
儀
な
れ
共
、
御
執
心
ふ
か
き
ゆ
へ
、
皆
々
は
だ
か
に

し
て
云
あ
た
へ
る
也
。
名
に
こ
そ
あ
り
け
れ
ば
定
り
た
る
儀
也
。

　
　
　

第
六　

や
の
字
の
事

十
三
ケ
十
四
ケ
と
い
ふ
は
、
や
の
一
字
に
極
せ86
り
。
先
、
や
文
字
に

七
ツ
次
第
あ
り
。
名
を
し
る
人
ま
れ
な
る
ら
ん87
。

　
　
　

一 

切
の
や　
　
う
た
が
ひ
に
も
か
よ
ふ
べ
し
。　

又
、
し
ら
ぬ
に
も
似
た
べ
し
。　

　
　
　

二 

中
の
や　
　
ま
ぎ
れ
る
詞
に
も
似
た
る
べ
し
。　

あ
ま
た
品
を
い
は
ん
た
め
に
も
有
。

　
　
　

三 

捨
る
や　
　
に
て
た
る
詞
に
も
似
た
り
。

　
　
　

四 

疑
の
や　
　
う
た
が
ひ
な
が
ら
留
て
、
底
に　

よ
ろ
こ
び
た
る
詞
な
り
。　
　

 

」
30
オ

　
　
　

五 

は
の
や　
　
た
い
く
つ
し
た
る
詞
な
り
。
又

大
方
推
量
の
詞
な
る
べ
し
。

　
　
　

六 

す
み
の
や　
此
や
に
、
と
と
云
そ
へ
ね
ば
、
は
の
や
と
似
た
り
。

と
を
添
へ
た
る
は
、
う
た
が
ひ
あ
や
ぶ
み
な
り
。

　
　
　

七 

口
合
ノ
や 　
此
や
文
字
の
事
、
天
水
の
書
抜
也
。

　
　

散
る
花
や
嵐
に
つ
れ
て
通
ふ90
ら
ん　
　
　
切
の
や
也

　
　

鳥
や
帰
る
雲
や
霞
に
日
を91
入
て　
　
　
　
中
の
や
也

や
と
云
て
と
ま
り
、
口
傳
の
や
也
。
そ
れ
や
、
こ
れ
や
と
数
を

二
色
も
三
色
も
い
は
ん
数
の
や
と
も
云
な
り
。

　
　

か
く
し
て
も
身
の
あ
る
べ
き
に
思
ひ
き
や　
　
捨
や
也

　
　

思
へ
ば
や
か
ら
す
啼
ま
で
と
ま
る
ら
ん　
　
　
疑
の
や
也 

」
30
ウ

　
　

今
は
は
や
と
は
じ
と
月
に
鳥
啼
て　
　
　
　
　
は
の
や
也

て
と
と
む
る
習
、
く
る
し
か
ら
ず
。
然
共
、
月
に
今
に92
も
じ

に
て
を
さ
へ
、
て
と
留
た
り
。

　
　

思
へ
や
と
あ
ふ
夜
も
人
を
う
た
が
ひ
て　
　
　
す
み
の
や

他
准
之
。
下
知
の
詞
に
も
似
た
り
。

　
　

月
や
花
よ
る
見
る
色
の
ふ
か
み
草　
　
　
　
　
口
合
の
や
也

雪
や
、
氷
や
、
花
や
、
月
や
、
此
類
口
合
と
い
ふ
。
か
つ
ら
ぎ
や
、

81

88　

 

89



三
〇

30

小
初
瀬
や
、
此
類
よ
び
出
し
や
と
云
。
花
や
咲
ら
ん
、
雪
や
降

ら
ん
、
疑
の
や
也
。
心
な
ら
ば
や
、
人
と
な
ら
ば
や
、
ね
が
ひ
た
る
や
也
。

　
　

冬
川
の
う
へ
は
氷
れ
る
我
な
れ
や
下
に
か
よ
ひ
て
恋
渡
る
ら
ん　
是
は
は
ね

る
や
也　

」
31
オ

道
あ
れ
や
、
い
と
ま
あ
れ
や
、
人
な
れ
や
、
有
や
、
皆
を
し
は
る
ゝ
や94
也
。

　
　
　

第
七　

め
や
の
事

め
や
う
た
が
ひ
の
こ
ゝ
ろ
也
。
又
、
や
は
と
同
じ
。

　
　

世
を
す
て
ば
日
吉
と
跡
を
た
れ
て
け
る
心
の
や
み
を
は
る
け
ざ
ら
め
や

此
め
や
は
、
は
る
け
べ
し
と
な
り
。

　

い
た
づ
ら
に
皆
花
桜
さ
く
ら
麻
の
生
の
浦
波
む95

さ本
の
マ
マし

こ
へ
め
や

　

思
ひ
川
絶
ずセ

か

な
が
る96
水
の
あ
は
の
う
た
か
た
人
に
あ
は
で
き
え
め
や

　
　
　

第
八　

め
や
と
や
は
同
じ
心
に
て97
成
也　

證
哥

　
　

老
に
け
る
尾
上
の
枩
の
ふ
か
み
ど
り
し
づ
め
る
か
げ
を
余
所
に
や
は
見
ん○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
見
や
せ
ん

又
、
余
所
に
は
え98
見
ま
じ
き
也
。
二
儀
あ
り
。 
」
31
ウ

　
　

子
の
日
す
る
ま
が
き
が
内
の
小
松
原
千
代
を
ば
余
所
の
物
と
や
は
見
ん

千
代
を
ば
余
所
の
物
と
や
は
か
見
ん
、
た
ゞ
、
君
が
上
と
也
。
打
か
へ
、
て
に
を

は
也
。
や
は
と
い
ふ
内
に
も
、
は
を
休
字
に
し
て
や
は
と
い
ふ
事

も
有
。
花
や
は
ち
ら
ん
夜
半
の
あ
ら
し
に
、
此
類
な
り
。
但
、
ち
る
ら
ん

也
。
是
等
聞
遠
き
事
也
。
い
か
に
も
能
吟
味
し
て
可
聞
。

又
、
句
作
も
詮
可
有
。
又
、
や
は
と
云
べ
き
を
ば
を
畧
し
て
、
只
や

と
計
云
へ
る
も
有
。
は
の
字99
添
て
可
聞
。

　
　

秋
の
田
の
穂
の
上
照
ら
す
稲
妻
の
光
り
の
間
に
も
我
や
わ
す
れ
じ

　
　

行
や
ら
ぬ
夢
路
を
た
ど
る
袂
に
は
天
津
空
な
る
露
や
を
く
ら
ん

右
、
両
首
の
や
、
は
を
畧
し
た
る
也
。
能
心
を
可
添
。 

」
32
オ

　
　
　

第
九　

と
や　

問
か
け
て
に
を
は

問
か
け
と
は
、

　
　

う
つ
ゝ
に
は
あ
は
ぬ
氣
し
き
を
つ
れ
な
く
て

　
　
　

見
し
を
ば
夢
に
い
ひ
な
さ
ん
と
や

云
な
さ
ん
と
やap0○

つ
れ
な
し
と
添
て
可
聞
。

　
　

く
ち
は
て
ゝ
夜
の
衣
を
返
す
か
な

　
　
　

し
づ
と
け
し
と
や
あ
は
れ
な
り
け
り

と
や
あ
は
れ　
思
へ
か
し
也
。

休
た
る
や
の
字
あ
り
。
ふ
る
や
霰
、
さ
す
や
夕
日
、
此
類
也
。

自
他
准
之
。

　
　
　

第
十　

哉
とap1

か
と
い
へ
る
事 

」
32
ウ

　
　

夕
月
夜
さ
す
や
庵
の
柴
の
戸
に
淋
し
く
も
あ
る
か
日
ぐ
ら
し
の
声

此
哥
の
や
、
中
の
や
也
。
数
の
中
也
。
然
ゆ
へ
、
此
や
に
ひ
か
れ
て
、
哉

と
は
い
は
れ
有
か
。
此
か
、
哉
也
。

　
　

浅
み
ど
り
糸
よ
り
か
け
て
白
露
の
玉
に
も
ぬ
け
る
春
の
桺
か

こ
れ
も
哉
な
り
。

　
　
　

第
十
一　

し
か
の
て
に
は

　
　

思
ふ
ど
ち
春
の
山
辺
に
打
む
れ
て
そ
こ
と
も
わ
か
ぬap2

旅
ね
し
て
し
か

　
　

有
明
の
月
も
明
石
の
浦
風
に
浪
ば
か
り
こ
そ
よ
る
と
見
へ
し
か

右
の
し
か
、
大
か
た
過
去
の
し
に
通
侍
る
。

　
　
　

第
十
二　

し
を
の
て
に
を
は 

」
33
オ
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し
を
と
云
も
、
過
去
の
し
也
。
か
を
休
て
、
い
へ
事
もap3

、
又
、

ね
が
ふ
心
も
ち
ゆ
る
儀
も
有
。
能
々
味
へ
侍
る
べ
し
。

　
　
　

第
十
三　

か
は
之
事

か
は
と
云
は
、
や
は
と
同
じ
く
通
侍
る
。

　
　

き
ふap4

の
み
と
春
を
思
は
ぬ
時
だ
に
も
立
こ
と
や
す
き
花
の
か
げ
か
は

花
待
か
げ
は
や
す
か
ら
ぬ
也
。
此
か
は
の
詞
、
花
の
陰
や
す
く
は

あ
る
ま
じ
き
也
。
や
は
に
同
じ
。

　
　

明
石
潟
色
な
き
人
の
袖
を
見
よ
心
に
月
は
や
ど
る
物
か
は

是
は
、
や
ど
る
ま
じ
き
也
。
か
は
と
い
ひ
て
も
、
は
の
字
を
休
て
、
か
に

よ
む
習
も
あ
り
。 

」
33
ウ

　
　

い
か
な
ら
ん
岩
間
の
中
に
す
め
ば
か
は
物
う
き
事
の
き
こ
へ
ざ
ら
な
ん

　
　

あ
ふ
ひ
草
て
れ
る
は
神
の
心
か
は
か
げ
さ
す
方
に
咲
な
び
く
ら
ん

此
両
所
に
て
、
能
合
点
あ
る
べ
きap5

。
他
准
之
。

　
　
　

第
十
四　

か
の
字
休
め
の
事

　
　

郭
公
今
朝
の
朝
氣
に
啼
つ
る
か
君
聞
ら
ん
か
朝
寐
や
す
ら
ん

右
の
か
、
皆
、
休
め
字
な
り
。

　
　
　

第
十
五　

し
を
と
云
を
き本

ノ

そマ
ヽ
ap6句

の
終
に
多
シ

い
ひ
の
こ
す
事
あ
る
な
りap7

。

　
　

我
恋
の
あ
ら
は
に
も
ゆ
る
物
な
ら
ば
都
の
ふ
じ
と
い
は
れ
な
ま
し
を

是
等
は
、
し
を
と
を
さ
へ
、
理
は
る
姿
も
有
。
又
、
都
の
はap8

に
有
ぞ 

」
34
オ

な
り
。
又
、
し
を
ヲ
、
を
と
云
残
す
事
も
有
。

　
　

物
お
も
は
で
只
大
方
の
露
に
だ
に
ぬ
る
れ
ば
ぬ
る
ゝ
秋
の
た
も
と
を

如
此
も
あ
り
。
こ
れ
は
、
し
を
に
同
じ
。

　
　
　

第
十
六　

か
へ
し
の
を

　
　

行
か
へ
る
八
十
氏
人
の
玉
か
づ
ら
か
け
て
ぞ
頼
む
あ
ふ
ひ
て
ふ
名
を

是
は
、
あ
ふ
ひ
て
ふ
名
を
か
け
て
い
へ
る
計
也
。
物
を
と
云
事
、

こ
れ
は
、
云
残
す
て
に
は
な
り
。

　
　

し
ら
玉
のap9

何
ぞ
と
人
の
と
ひ
し
時

　
　
　

露
と
こ
た
へ
て
き
へ
な
ま
し
物
を　
ク
ヤ
シ
ヤ
ト
ソ
ヘ
テ

キ
ク
ベ
シ　
　
　
　　

　
　

祝
子
が
い
は
ふ
や
し
ろ
の
紅
葉
ば
も

　
　
　

し
め
を
ば
こ
へ
て
ち
る
と
い
ふ
物
を　
ヲ
シ
キ
ト
云
也 

」
34
ウ

物
を
と
云
て
、
こ
と
は
る
哥
に
、

　
　

散
る
と
見
て
あ
る
べ
き
物
を
梅
の
花

　
　
　
　

う
た
て
匂
ひ
の
袖
に
や
どaq0

れ
る　

物
を
、
の
を
の
字
、
ぞ
に
か
よ
へ
る
ゆ
へ
、
る
と
留
た
り
。

　
　
　

第
十
七　

畧
す
る
事
有

　
　

へ
だ
て
な
く
入
日
を
見
て
も
思
ふ
哉

　
　
　

是
こ
そ
物
の
か
ど
で
な
り
け
り

哉
と
云
、
又
、
こ
そ
と
一
首
に
い
ひ
、
猶
、
け
り
と
留
る
事
、
口
傳

の
第
一
な
り
。
此
て
に
を
は
、
初
心
の
す
る
事
に
は
あ
ら
ず
。

　
　

春
た
て
ば
花
と
や
見
え
ん
白
雪
の

　
　
　

か
ゝ
れ
る
枝
に
う
ぐ
ゐ
す
の
啼 

」
35
オ

此
哥
、
鶯
の
啼
、
上
に
て
、
う
た
が
ひ
た
る
ゆ
へ
の
な
く
也
。
ぞ

と
あ
る
べ
き
所
な
れ
共aq1

、
ぞ
に
か
よ
ふ
、
の
也
。

　
　

雪
ふ
り
て
年
の
く
れ
ぬ
る
時
に
こ
そ

　
　
　

終
に
も
み
ぢ
ぬ
春aq2

も
見
え
け
り

萬
、
是
に
て
し
ら
る
べ
し
。
こ
そ
と
い
ひ
、
ぬ
と
留
め
、
ウ
ク
ス
ツ

ウ
タ
也



三
二

32

ヌ
の
連
聲
に
て
を
さ
へ
て
、
け
り
也
。

　
　
　

第
十
八　

て
に
を
は
不
足aq3

に
て
讀
残
す
事

　
　

有
明
の
つ
れ
な
く
見
へ
し
わ
か
れ
よ
り

　
　
　

あ
か
つ
き
計
う
き
も
の
は
な
し

是
は
、
見
ゆ
る
あ
か
月
よ
り
、
見
ぬ
あ
か
月
ま
で
を
た
ゞ
せ
り
。 

」
35
ウ

　
　

月
見
れ
ば
千
々
に
物
こ
そ
か
な
し
け
りaq4

　
　
　

我
身
ひ
と
つ
の
秋
に
は
あ
ら
ね
ど

是
は
、
我
身
ひ
と
つ
の
秋
の
や
う
に
た
ゞ
せ
り
。

　
　
　

第
十
九　

か
ゝ
へ
な
く
し
て
云
間
敷
事

は
げ
し
き
に
嵐
、
あ
る
ゝ
に
海
、
古
郷
、
駒
、
如
此
類

思
ひ
よ
そ
へ
、
い
か
ほ
ど
も
あ
る
べ
きaq5

。

か
ら
き
に
、
し
ん
ろ
う
、
塩
、
其
外
可
有
。

　
　

塩
と
い
へ
ば
な
べaq6

て
も
か
ら
き
世
の
中
に

　
　
　

い
か
で
あ
へ
た
る
た
くaq7

み
な
る
ら
ん　
　

忠
峯

此
あ
へ
た
る
か
ん
に
ん
な
り
。

そ
ゞ
ろ
を
、
す
ゞ
ろ
と
云
に
は
、
芦
、
萩
、
薄
、
篠
、 
」
36
オ

な
ど
か
ゝ
へ
有
べ
し
。
し
ほ
る
ゝ
を
浦
に
よ
せ
、
し
ほ
た
る
ゝ

と
云
を
、
又

本
ノ
マ
ヽ、

不
慮
を
す
ゞ
ろ
と
是
を
云
。　

俊
成
卿
哥
に
、

　
　

難
波
人
芦
火
た
く
家
に
宿
か
り
て

　
　
　

す
ゞ
ろ
に
袖
にaq8

し
ほ
た
る
ゝ
か
な

左
大
将
家
の
哥
合
に
、
春
の
駒
を
な
は
た
つ
と
よ
み
し
を
、

あ
ら
き
言
葉
に
し
て
、
品
な
き
よ
し
を
難
ぜ
り
。
さ
れ
ど
、

古
哥
に
名
の
立
事
を
よ
せ
て
、
詠
た
り
し
也
。

　
　
　

第
廿　

魂
入
ぬaq9

て
に
を
は

只
、
猶
、
だ
に
、
さ
へ
、
い
や
ま
し
、
い
と
ゞ
、
つ
ゝ
、
そ
れ
よ
り
、

是
な
を
、
そ
れ
だ
に
、
是
さ
へ
、
日
々
に
弥
増
、
い
と
ゞ
も 

」
36
ウ

心
得
可
有
。
つ
ゝ
は
、
秘
の
一
な
り
。
一
色
を
云
時
は
、
も
つ
て

の
外
の
あ
や
ま
り
也
。
く
ら
べ
物
な
く
て
は
あ
し
く
候
。

　
　

田
子
の
浦
に
打
出
て
見
れ
ば
白
砂aw0

の

　
　
　

富
士
の
高
根
に
雪
は
ふ
り
つ
ゝ

此
つ
ゝ
故
、
名
哥
也
。
田
子
の
浦
と
富
士
の
景
を
く
ら
べ
よ
め

る
さ
ま
、
俗
に
花
を
一
枝
づ
ゝ
、
又
、
一
枚
づ〻
ゝ〻
と
計
云
に

て
、
可
有
合
点
。

　
　
　

第
廿
一　

假
名
を
休
む
る
事

し
も
、
か
も
、
や
も
、
は
し
、
み
ち
し
、
是
等
の
詞

は
、
今
は
し
も
、
誰
も
か
も
、
立
て
もaw1

居
て
み
し
もaw2

、

を
に
、
を
て
、
を
と
、
此
六
ツ
の
假
名
く
は
へ
て
云 

」
37
オ

べ
きaw3

。
ふ
り
み
、
ふ
ら
ず
み
、
み
る
〳
〵
、
こ
ふ
ら
く
な
ど

に
て
休
め
た
る
事
、
今
の
世
に
用
捨
あ
る
べ
きaw4

。
他
准
也aw5

。

　
　
　

第
廿
二　

も
の
假
名
之
事

是
、
一
首
一
句
に
数
多
送
る
儀
あ
り
。

　
　

秋
の
夜
は
月
の
か
つ
ら
も
山
の
端
も

　
　
　

嵐
に
は
れ
て
雲
も
ま
よ
は
ず

如
此
、
そ
れ
も
こ
れ
も
と
云
儀
な
り
。

　
　
　

第
廿
三　

や
の
字
の
事

や
文
字
数
多
有
。
心
の
か
は
る
は
申
に
不
及
。
同
じ
心
の
や
を
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も
あ
ま
た
よ
み
た
り
し
。
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
む
か
し 

」
37
ウ

　
　
　

第
廿
四　

隔
句
之
事

い
か
で　

さ
て
な
り

　
　

か
つ
ら
ぎ
や
夜
半
の
ち
ぎ
り
の
浮
橋
や

　
　
　

絶
て
か
よ
は
ぬ
た
ぐ
ひ
な
る
ら
ん

此
類
、
や
に
て
も
へ
だ
つ
る
也
。
又aw6

の
文
字
に
て
も
い
へ
り
。

　
　

五
月
ま
つ
花
た
ち
ば
な
の
香
を
か
げ
ば

　
　
　

む
か
し
の
人
の
袖
の
香
ぞ
す
るaw7

是
は
、
も
ん
ど
う
の
詞
、
一
首aw8

の
内
に
隔
句
也
。

　
　
　

第
廿
五　

同
字
の
有
事

同
字
の
病
と
て
嫌
ふ
儀
な
れ
ど
、
一
首
一
句
に
其
感 

」
38
オ

よ
う
有
時
は
能
一
と
也
。
た
と
へ
ば
、

　
　

心
か
へ
ず
す
る
も
の
に
も
か
行
恋
は

　
　
　

く
る
し
き
も
の
はaw9

人
に
し
ら
せ
んae0

此
内
に
八
文
字ae1

二
ツ
有
て
か
し
が
ま
しae2

け
れ
ど
、
是

一
首
の
詮
の
八
も
じae3

也
。

　
　

物
思
ふ
袖
よ
り
露
や
な
ら
び
け
ん

　
　
　

秋
風
吹
て
た
え
ぬ
物
と
はae4

是
も
物
の
字
二
ツ
有
。
是
ふ
か
き
心
得
侍
る
。
か
う

や
うae5

の
事
、
幾
千
万
つ
く
し
が
た
しae6

。
廿
五
ヶ
條
如
件
。

　
　
　

外
に
口
傳
之
儀
、
書
加
へ
侍
る
。
七
ヶ
條
之
事 

」
38
ウ

　
　

第
一　

哉
の
字
に
心
有
事

　
　

第
二　

を
に
通
ふ
に　

に
に
通
ふ
せ
之
事

　
　

第
三　

も
と
の
と
に
と
通
ふ
事

　
　

第
四　

比
留
り
之
事

　
　

第
五　

に
て
之
事ae7

　
　

第
六　

し
て
留
り
之
事

　
　

第
七　

見
ゆ
留
め
之
事

　
　
　

第
一　

哉

ね
が
ひ
哉　

誰
も
し
れ
る
事
な
が
ら
。 

」
39
オ

　
　

多
と
も
こ
た
へ
ぬ
空
の
春
み
ど
り

　
　
　

む
な
し
く
果
ぬ
行
す
ゑ
も
が
な

又
、
て
に
を
は
の
哉
あ
り
。

　
　

東
路
の
不
破
の
関
屋
に
す
ゞ
虫
は

　
　
　

を
る
や
に
ふ
る
と
思
ひ
け
る
哉

是
は
、
て
に
はae8

の
哉
な
り
。
又
、
治
定
し
た
る
哉
。

　
　

忘
れ
て
は
打
な
げ
か
る
ゝ
夕
部
哉

　
　
　

我
の
み
し
り
て
過
る
月
日
をae9

月
哉
、
花
哉
、
此
類
、
つ
ね
〴
〵
石
瓦
思
ひ
あ
や
ま
る

事
ゆ
へ
、
結
句
、
是
を
能
心
得
よ
と
のar0

師
傳
ゆ
へ
、
七
ヶ

條
の
第
一
書
な
り
。 

」
39
ウ

　
　
　

第
二　

を
に
通
ふ
に　

に
に
通
ふ
せ
の
事

　
　

千
早
振
神
代
も
き
か
ず
龍
田
川

　
　
　

か
ら
く
れ
な
ゐ
に
水
く
ゝ
る
と
はar1

に
は
を
破
り
て
、
の
に
な
せ
と
い
へ
り
。

　
　
　

第
三　

も
と
の
と
か
よ
へ
る
事

是
を
能
味
へ
て
ゆ
う
げ
ん
に
仕
立
儀
、
此
道
の
か
ん
よ
う
也
。
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又
、
云
か
け
て
に
を
は
、
す
み
に
ご
り
、
格
別
の
か
は
り
め
有
。

　
　

み
か
の
原
わ
き
て
な
が
る
ゝ
い
づ
み
川

　
　
　

い
つ
み
き
と
て
か
恋
し
か
る
ら
んar2

君
に
よ
り
我
身
ぞ
つ
ら
き
玉
す
だ
れ
見
ず
ば
恋
し
と
思
は
ま
し
か
ばar3 

」
40
オ

　
　

か
く
と
だ
に
ゑ
や
は
い
ぶ
き
の
さ
し
も
ぐ
さ

　
　
　

さ
し
も
し
ら
じ
な
も
ゆ
る
お
も
ひ
をar4

右
三
首
の
清
濁
よ
く
合
点
可
有
。

　
　
　

第
四　

比
留
り
の
事

　
　

山
河
の
岩
間
も
と
ざ
ゝ
す
啼
蛙

　
　
　

い
つ
かar5

い
ぬ
る
五
月ar6

の
比

　
　

春
は
た
ゞ
か
す
む
計
の
山
の
端
に

　
　
　

あ
か
つ
き
か
け
て
月
出
る
比

　
　

我
せ
こ
に
見
せ
ん
と
思
ひ
し
梅
の
花

　
　
　

そ
れ
と
も
見
へ
ず
雪
の
ふ
る
比 

」
40
ウ

　
　
　

白
氏
ガ
詩

　
　

琴
詩
酒
友
皆
抜ar7

我　

雪
月

時
最
憶
君

此
時
と
云
字
入
、
よ
き
比
留
り
と
い
へ
り
。

　
　
　

第
五　

に
て
の
て
に
を
は
之
事

　

わ
く
ら
ば
に
と
は
れ
し
人
も
昔ム

カ
シに

て
そ
れ
よ
り
庭
の
跡
は
た
え
し
き

　

秋
津
嶋
外
ま
で
波
はar8

静
に
て
む
か
し
に
か
へ
る
大
和
言
の
葉

　
　

物
ご
と
に
忘
れ
形
見
の
別
れ
に
て

　
　

嵐
さ
え
花
の
夕
の
か
た
み
に
て

　
　

入
相
の
鐘
の
ひ
ゞ
き
の
し
づ
か
に
て

　
　

霞
た
つ
遠
山
本
の
長
閑
に
て 

」
41
オ

に
て
の
を
さ
へ
、　

う
、
く
、
にar9

、
つ
、
ぬ
、
ふ
、
む
、
ゆ
、
る
、
の
を

も
か
ら
ぬ
、
此
假
名
か
ゝ
へat0

に
て
と
、
と
む
べ
し
。

　
　
　

第
六　

し
て
の
て
に
を
は

こ
れ
も
に
て
と
同
じ
。

　
　

今
よ
り
も
契
り
し
月
を
友
に
し
て

　
　
　

第
七　

見
ゆ
下
の
句
ど
ま
り

う
、
つ
、
く
、
す
、
ぬ
、
ふ
、
む
、
ゆ
、
る
、
是
に
て
を
さ
へ
て
見
ゆ

と
留
べ
し
。
見
ゆ
留
め
、
連
哥
に
は
面
八
句
の
中
に
は
早
し

と
、
紹
巴
の
批
言
あ
り
た
れ
共
、
誹
諧
に
は
く
る
し
か
ら
ず

と
、
師
の
い
へ
り
。 

」
41
ウ

　
　

箱
根
路
を
我
越
え
く
れ
ば
伊
豆
の
浦
や

　
　
　

沖
の
小
嶌
に
波
の
よ
る
見
ゆ

あ
そ
ぶ
見
ゆ　

浪
の
う
つ
見
ゆ　

立
つ
ゞ
く
見
ゆ　

を
し
ゆ

み
ゆ　

他
准
之
。
此
外
に
に
が
し
共at1

、
見
ゆ
ど
め
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶏
冠
井
氏
令
德　
　
　

在
判

　
　
　
追
而
曰
は
ね
字
の
發
句　
　

宗
祇
一
代
一
句

　
　

名
ぞ
高
き
月
の
か
つ
ら
や
を
り
つ
ら
んat2

　
　
　

大
ま
は
し

あ
な
と
う
と○

　

此
丸
の
所
子
細
有at3

。
句
は
右
の
て
に
を
は
書
が
有
故
略
也
。

　
　

春
と
い
へ
ば
の
ど
け
き
物
を○

今
朝
の
雪　
　

昌
琢 

」
42
オ

こ
ゝ
ろ
に
と
が
め
た
り
。
右
同
じ
。
ま
つ
毛
〳
〵
。

　
　
　
　

切
紙
秘
傳
良
薬
抄

一 

歌
、
連
、
誹
、
に
可
嫌
病
之
事

　
　
　
　

目
録　

弐
拾
五
ヶ
條
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一 
親
句　

一 

疎
句　

一 

六
義　

一 

風
躰　

一 

四
道　

一 

賦
ノ
歌

一 
祈
祷
發
句
脇

第
三
　

一 

追
善
上
同　

一 

神
祇
上
同　

一 

呪
咀
上
同　

一 

軍
場
上
同　
哥
連
誹

at4

一 

發
句
切
字　

一 

ニ
桜
ノ
付
様　

一 

桜
ニ
花
上同　

一 

漢
和　

一 

和
漢　

一 

詞
病

一 

同
字
病　

一 
風

at5　

一 

首
尾
病　

一 

懐at6

紙　

一 

乱
思
病　

一 

二
四
不
同

二
六
對
下
三
蓮at7　

抑
古
人
多
哥
連
誹
等
に
病
ノ
名
を
付
。

い
は
ゆ
る
四
病
八
病
等
有
。
竹
園
抄
に
く
は
し
く
書
し
る
せ
り
。 

」
42
ウ

先
以
、
連
哥
誹
諧
に
第
一
用
ゆ
べ
き
処
、
十
ヲat8

か
一
證
哥

書
出
し
侍
る
。

　
　
　

第
一　

親
句
之
事

一 

親
の
字
訓　
ム
ツ
ブ　

シ
タ
シ
ム　
チ
カ
シ　

ム
ツ
マ
ジ　
シ
タ
シ　

ミ
ヅ
カ
ラ　

如
此
。
是
に
て
よ
く

思
案
可
有
。
親
句
に
二
種
有
。
一
ツ
に
は
響
の
親
句
、
二
ツ
に
は

正
の
親
句
。
響
の
親
句
に
二
種
有
。
五
音
連
聲
、
五
音
相
通
也
。

人
問
て
曰
、
五
音
相
通
と
は
、
ア
イ
ウ
エ
ヲ
、
ラ
リ
ル
レ
ロ
、
此
五
ツ
、

い
づ
れ
も
つ
ゞ
き
て
よ
し
。

　
　

朝
霞
森
の
木
ず
ゑ
も
み
え
ぬ
ま
で

　
　
　

立
か
く
し
け
り
花
の
か
は
し
て 
」
43
オ

此
哥
、
霞
の
み
と
、
森
の
も
と
、
マ
ミ
ム
メ
モ
の
五
音
。
ま
で
の
で

と
、
立
か
く
し
の
た
と
タ
チ
ツ
テ
ト
。
か
や
う
の
哥
多
し
。
書
出
す

に
い
と
ま
あ
ら
ず
。
祝
言
の
發
句
、
脇
、
第
三
に
口
傳
、
是
な
り
。

又
、
五
音
連
聲
、
五
七
五
七
々
の
ひ
ゞ
き
切
ざ
る
哥
、
た
と
へ
ば
、

　
　

ほ
の
〴
〵
と
遠
の
外
山
に
啼
来
た
りat9

　
　
　

し
ば
し
か
た
ら
へ
ね
ぐ
ら
さ
だ
め
て

如
此
、
ほ
の
〴
〵
と
の
と
と
、
遠
の
お
と
、
ひ
ゞ
き
に
て
通
ふ
な
り
。

外
山
に
の
に
と
、
来
鳴
の
き
と
、
い
の
ひ
ゞ
き
通
ふ
也
。
又
、
に
と
き

は
イ
キ
シ
チ
ニ
な
り
。
猶
、
た
り
の
りay0

、
し
ば
し
の
し
、
是
も
イ
キ
シ
チ
ニ
。

か
た
ら
へ
と
、
ね
ぐ
ら
の
ね
と
、
ゑ
の
ひ
ゞ
き
、
是
等
に
て
し
ら
る
べ
し
。 

」
43
ウ

哥
に
は
五
句
の
つ
ぎ
め
ひ
ゞ
き
は
な
れ
ざ
る
を
、
五
音
連
聲

の
ひ
ゞ
き
の
親
句
と
云
也
。
祝
ひ
の
哥
の
儀
也
。
是
を
誹
諧

の
第
一
の
秘
な
り
。
お
そ
ら
く
天
下
に
知
る
人
、
紹
巴
以
後

あ
る
ま
じ
。
巴
も
能
心
得
な
が
らay1

、
か
や
う
の
義
、
初
心
に

し
ら
し
め
ば
、
か
へ
り
て
連
聲
の
さ
は
り
な
ら
ん
と
て
、
か
つ
て

其
儀
人
に
つ
た
ゑ
ず
。
い
さ
ゝ
か
も
つ
て
他
見
他
言
あ
る

べ
か
ら
ず
。

一 

正
の
親
句
と
云
は
、
響
も
つ
ゞ
か
ざ
れ
共
、
詞
の
切
ざ
る
を
云
。
譬
ば
、

　
　

吉
野
山
み
ね
の
桜
の
ち
り
し
よ
り

　
　
　

花
は
あ
だ
な
る
物
と
こ
そ
し
れ 

」
44
オ

是
は
、
芳
野
山
と
云
、
や
が
て
峯
と
つ
ゞ
け
、
桜
と
云
、
ち
る
と

云
、
花
と
あ
り
。
如
此
哥
を
正
の
親
句
と
云
也
。
万
徳
の
中

の
其
一
也
。
常
の
誹
諧
、
發
句
、
脇
、
第
三
、
此
す
が
た
能

々
心
得
有
べ
し
。
五
音
も
連
聲
も
な
し
。
是
返
々
、

常
の
句
可
然
。
五
音
連
聲
は
祈
祷
、
夢
想
、
脇
、
第
三
。
軍

陳
等
の
發
句
、
脇
、
第
三
。
其
外
は
試
筆
、
三
ツ
物
に
一
代

の
内
に
二
三
度
計
用
ゆ
べ
き
也
。
度
々
い
た
す
儀
に
あ
ら

ず
。
今
時
聞
し
ら
せ
給
ふ
御
方
は
、
忝
も
禁
中
様
方
、
御
公
家

衆
外
は
あ
る
ま
じ
。

　
　

為
家　

為
顕　

能
基　

空
恵 

」
44
ウ

此
四
代
の
秘
書
に
し
る
さ
れ
、
三
條
西
殿
、
其
外
玄
旨
法
師

よ
り
長
頭
丸
に
御
相
傳
を
う
け
、
今
又
、
年
来
の
門
弟
二
三
人

に
ゆ
る
し
給
ふ
。
予
も
存
命
を
し
ら
ざ
れ
ば
、
御
執
心
の

御
方
へ
如
此
。
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第
二　

疎
句
之
事

右
い
へ
る
ひ
ゞ
き
も
通
、
五
音
も
連
聲
も
あ
ら
ざ
れ
共
、
心
の

は
な
れ
ぬ
事
、
是
能
〳
〵
て
び
ろ
き
事
也
。
是
を

哥
、
連
哥
、
誹
諧
に
つ
ね
〴
〵
用
ゆ
る
事
、
一
ノ
一
也
。

又
、
第
三
の
句
作
り
、
三
段
に
と
云
秘
事
有
。
譬
ば
、

　
　

小
男
鹿
の
入
野
の
た
ち
と
声
更
て　

宗
長 

」
45
オ

小
男
鹿
の
声
更
て
、
と
つ
ゞ
け
度
所
な
る
を
、
入
野
ゝ
立
、
と

中
に
云
た
る
は
、
第
三
の
大
事
の
様
也
。
宗
磧
第
三
、

　
　

夕
月
夜
さ
す
や
か
り
ほ
の
秋
更
て

こ
れ
も
夕
月
夜
秋
更
て
、
な
ど
有
度
を
、
如
此
。

　

長
藤
孝
ノ
第
三閑
な
る
月
や
軒
端
に
更
ぬ
ら
ん

　

白
昌
叱
ノ
第
三雲
を
花
の
名
残
の
雨
は
れ
て

是
等
の
句
作
り
に
て
、
能
〳
〵
御
思
案
可
有
。
平
句
と
第
三

の
か
は
り
め
是
な
りay2

。
又
、
名
人
と
て
、
は
や
き
千
句
な
ど

に
は
、
さ
な
き
事
も
有
な
り
。
右
第
三
の
仕
や
う
、
疎
句
と
は

い
へ
り
。
又
、
去
人
は
い
か
い
、 

」
45
ウ

　
　

帰
る
厂
か
い
〴
〵
友
の
聲
待
て

是
等
は
平
句
の
や
う
也
。
習
ひ
な
き
人
の
わ
ざ
か
。
其
門
弟
と
て
、

　
　

華
の
比
誕
生
日
の
祝
ひ
し
て

猶
、
同
じ
。
右
と
く
ら
ぶ
る
に
は
あ
ら
ね
共
、
長
頭
丸
第
三
に
、

　
　

花
や
か
な○

短
冊
ひ
ろ
ふ○

有
氣
入
に 

か
や
う
の
句
、
姿
能
御
覧
候
へ
。
か
く
申
愚
拙
も
習
ざ
れ
ば
、
慶ケ

イ

安
二
暦
ま
で
し
ら
ず
。
あ
さ
ま
し
き
句
躰
可
多
。
此
第
三

の
句
の
次
目
親
句
也
。　
ア
カ
サ
タ
ナ
○
有　
　
　

下
ノ
句
ウ
ク
ス
ツ
フ
也
。

　
　
　

第
三　

六
義
之
事

一 

六
義
の
中
に
賦
の
字
は
ク
バ
ル

ツ
ク
ス
、
如
此
よ
め
り
。
さ
れ
ば
、 

」
46
オ

一
首
の
内
に
事
を
あ
ま
た
つ
く
し
讀
る
哥
也
。
發
句

も
是
に
同
じ
。
此
賦
の
字
、
懐ay3

紙
の
端
作
り
に
置
事
、
本
式

目
に
く
は
し
く
し
る
せ
り
。

　
　
　

第
四　
　

風
躰
之
事

是
に
十
ヲay4

の
次
第
有
。
此
儀
は
竹
園
抄
に
こ
ま
〴
〵
あ
り
。
是
を

能
御
覧
可
有
。
發
句
、
脇
、
第
三
の
十
躰
也
。
是
を
工
夫
可
有
事
也
。

　
　
　

第
五　
　

四
道
之
事

譬
ば
、
本
哥
を
取
る
に
言
は
、
む
か
し
の
ご
と
く
な
る
心
を

取
り
か
え
て
、
あ
た
ら
し
き
句
作
に
す
る
事
。
た
と
へ
ば
、

　

心
あ
て
に
を
ら
ば
や
を
ら
ん
白
菊
の
哥
を
、
古
人
の
發
句
に
、 

」
46
ウ

　
　

心
あ
て
に
を
ら
ば
や
お
ら
ん
賣
扇

又
、
大
学
の
詞
、
邦
幾
千
里
と
有
を
、
箒
に
取
か
ゆ
る
の
類
な
り
。

　
　

○
心
は
同
じ
事
な
る
を
い
ひ
か
へ
て
也
。

　
　

○
本
哥
の
上
下
を
打
か
へ
て
讀
也
。

　
　

○
本
哥
の
大
意
を
取
也
。
た
と
へ
ば
、
哥
に
、

　
　

桜
花ay5

そ
れ
共
見
へ
ず
久
か
た
の
あ
ま
ぎ
る
雪
の
な
べ
て
ふ
れ
ゝ
ば

　
　
　
　

是
を
取
る
哥
に
、

　
　

桜
花ay6

そ
れ
と
ぞ
匂
ふ
久
か
た
の
あ
ま
ぎ
る
雪
の
な
べ
て
ふ
れ
ゝ
ば

こ
ゝ
ろ
は
む
か
し
の
ま
ゝ
に
て
詞
は
か
ふ
る
哥
、

　
　

月
や
あ
ら
ぬ
春
や
む
か
し
の
哥
を
、 

」
47
オ

　
　

春
や
あ
ら
ぬ
花
や
昔
の
春
な
ら
ぬ
詠
め
し
我
は
も
と
の
身
に
し
て

か
や
う
の
哥
数
を
し
ら
ず
。
た
と
へ
ば
、
誹
諧
に
松
の
木
、
松
茸
、

松
山
、
松
虫
な
ど
ゝ
わ
く
る
さ
ま
也
。
他
准
之
。
發
句
等
類
の



三
七

立
命
館
大
学
図
書
館 

西
園
寺
文
庫
所
蔵
『
季
吟
法
印

俳
諧
秘
』
の 

紹 

介

37

の
が
れ
も
春
や
む
か
し
の
哥
に
て
能
々
聞
べ
き
も
の
也
。

此
四
の
道
は
、
詩
の
七
言
四
句
に
も
通
ひ
、
天
台
四
門
の
有
門
、
空
門
、

非
有
門
、
非
空
門
の
四
品
と
同
じ
。
佛
祖
不
傳
の
一
大
事
也
。

哥
の
返
し
に
四
の
道
有
。
末
へ
に
記
す
。
懐
紙
四
枚
も
此
儀
を

も
つ
て
な
りay7

。
六
義
は
六
の
ち
ま
た
、
四
道
は
四
生
也
。
此
四
道
連

誹
二
ツ
の
第
一
の
秘
事
な
り
。

　
　
　

第
六　

賦
之
哥
の
事 

」
47
ウ

竹
薗
抄
六
義
の
処
に
く
は
し
く
見
へ
た
り
。
こ
れ
を
ま
も

ら
れ
、
は
い
か
い
に
も
用
ゆ
べ
き
な
り
。

　
　
　

第
七　
　

正
之
親
句
前
に
書
也

　
　
　

第
八　
　

脇
句
對
言
と
云
秘
事
有
。
譬
ば
、

　
　

桜
花
咲
に
け
ら
し
な
吹
風
の
匂
へ
る
方
に
な
び
く
白
雲

さ
く
ら
花
と
云
に
匂
へ
る
と
對
し
、
又
、
吹
風
に
白
雲
と
い
ふ
が
ご
と
し
。

詩　

氣
霽
風
梳
新
柳
髪

　
　

氷
消
浪
洗
舊
苔
鬢    

如
此
シ

氣
は
れ
に
氷
き
へ
、
風
に
浪
、
新
柳
に
舊
苔
、
け
づ
る
に

あ
ら
ふ
。 

」
48
オ

　
　

山
頭
夜
戴
孤
輪
月

　
　

洞
口
朝
吐
一
片
雲

　
　

山
影
入
門
推
不
出　
　
　
　
　
是
モ
上
同

　
　

月
光
布
地
掃
亦
生

此
影
の
字
、
山
か
げ
に
陰
、
此
か
げ
を
書
べ
き
処
な
る
を
、
此
影
の

字
此
作
の
玄
一
也
。
能
々
合
点
有
べ
し
。
又
、
景
氣
に
て
侍
る
。

祝
言
、
神
楽
、
夢
想
、
發
句
さ
ま
〴
〵
有
。
と
か
く
發
句
し
た

が
ひ
、
あ
ま
さ
ず
付
べ
し
。
發
句
は
親
、
脇
は
子
、
第
三
は
客
人
と

こ
ゝ
ろ
へ
付
べ
し
。　
　

宗
磧　

發
句

　
　

鹿
ぞ
啼
妻
や
ぬ
る
野
ゝ
萩
が
花 

」
48
ウ

此
句
て
に
を
は
ぞ
と
云
て
、
又
、
や
文
字
置
や
う
の
習
ひ
秘
事
也
。

廿
五
條
、
て
に
を
は
五
音
の
所
に
ぞ
と
云
て
、
く
と
お
さ
へ
て
、
是
は

う
く
す
ぬ
也
。
如
此
の
文
字
に
て
留
め
て
、
又
、
跡
に
や
と
い
ひ
て

は
よ
し
。
習
ひ
な
く
て
し
り
が
た
き
事
也
。
此
鹿
ぞ
啼
にay8

、

　
　

穂
に
出
る
薄
誰
な
が
む
ら
ん

是
は
、
宗
長
の
句
也
。
付
心
か
よ
う
に
付
た
る
あ
め
り
。
又
、
脇
に
は
ね

た
る
事
、
上
手
一
代
一
句
也
。
今
時
、
名
人
迚
も
す
る
儀
に

あ
ら
ず
。
し
か
は
あ
れ
ど
、
覧
と
書
は
一
字
な
り
。
但
、

如
詩
韻ay9

。

　
　
　
　

宗
磧
の
句
に
、 

」
49
オ

　
　

み
る
め
か
れ
あ
ふ
て
ふ
濱
の
今
朝
の
雪　
　

宗
磧au0

　
　
　

枩
に
こ
ぼ
れ
る
月
は
か
ゝ
り
て　
　

宗
長

と
あ
り
。
て
留
り
の
脇
前
代
末
聞
也
。
上
手
一
徳
と
云
。
本
式
目

の
比
や
、
則
自
注
に
も
是
よ
り
外
は
有
間
敷
と
あ
り
。
又
、
誹
諧
ニ
、

　
　

賣
か
い
は
空
ね
も
高
き
ほ
と
ゝ
ぎ
す

　
　
　

植
木
の
そ
ら
は
た
ち
ば
な
の
庭
ト　
　

愚

侍
れ
ば
師
長
点
也
。
兎
角
時
節
相
違
な
き
や
う
に
、
初
秋
な

ど
の
發
句
に
身
入
冷
しau1

。
初
塩
、
初
嵐
、
潮
寒
な
ど
付

べ
か
ら
ず
。
雁
渡
る
等
は
、
み
な
秋
半
よ
り
末
の
言
葉
な
り
。

發
句
、
脇
、
第
三
等
に
休
め
字
、
か
な
ら
ず
〳
〵
、
む
や
く
は
た
ゞ
に
しau2 

」
49
ウ

な
ど
の
類
也
。
休
字
あ
れ
ば
平
句
な
ら
じ
。
此
儀
眼
毛
の

ご
と
し
。
又
、
古
の
句
に
、
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雨
ぞau3

染
る
こ
ん
か
き
く
け
こ
五
い
ん
の
し
や
う

　
　
　

あ
い
う
へ
を
い
て
布
を
ま
つ
秋

こ
れ
ら
に
し
ら
る
べ
し
。

　
　
　

第
九　

祈
祷
之
事

先
そ
の
お
も
む
き
を
能
々
聞
た
づ
ね
て
、
心
得
、
第
一
の
儀

な
り
。
興
行
の
人
の
家
に
指
合
不
苦
の
心
得
、
誰
も
し
る

儀
也
。
面
八
句
に
、
先au4

作
り
の
病
な
き
や
う
に
可
被
成
。
泪
は
恋

な
れ
共
、
袖
の
露
、
袖
の
雨
と
す
べ
し
。
も
し
嬉
し
泪
は
可
然
。 

」
50
オ

　
後

au5　

第
十
一　

神
祇

神
へ
手
向
の
發
句
等
は
、
疎
句
に
て
仕
置
た
る
が
親
句
の

姿
に
ま
さ
れ
り
。
其
子
細
疎
の
訓
お
ろ
そ
か
な
ら
ず
と
讀
、
又
、
人

の
あ
ゆ
みau6

を
は
こ
ぶ
心
籠
る
ゆ
へ
の
下
心
と
聞
へ
た
り
。
脇
、
第
三
、

親
句
た
る
べ
し
。

　
前

au7　

第
十　

追
善

畳
詞
、
送
り
字
、
猶
増
、
并
文
字
餘
り
、
無
用
の
儀
也
。
貴
人

へ
追
善
一
折
な
ど
奉
る
時
は
、
上
包
も
ひ
だ
り
前
に
つ
ゝ
む

な
り
。
平
人
同
前
の
方
へ
は
常
の
ご
と
く
し
る
也
。

　
　
　

第
十
二　

咒
咀
之
事 

」
50
ウ

発
句
、
切
字
置
所
に
よ
り
、
首
切
胴
切
と
云
儀
、
心
得
第
一
な
り
。

た
と
へ
ば
、
五
文
字
に
花
や
ち
る
、
如
此
。
花
や
と
、
ち
る
の
ち
と
五
音
も

つ
ゞ
か
ず
、
連
聲
も
な
き
を
首
切
也
。
花
や
あ
ら
ぬ
、
月
や
あ
ら
ぬ
、

花
や
春
、
月
や
名
に
、
か
や
う
な
る
は
よ
し
ア
カ
サ
タ
ナ

ハ
マ
ヤ
ラ
ワ

au8。
又
、

五
文
字
と
七
文
字
の
折
相
も
、
如
此
。
右
二
色
を
首
切
と
云
也
。

又
、
ど
う
切
と
は
、
七
文
字
の
四
文
字
目
と
、
猶
、
七
文
字
の
終
に
切
れ

置
、
五
音
も
ひ
ゞ
き
も
な
き
を
胴
切
と
云
也
。
秘
の
上
の
秘
也
。

　
　
　

第
十
三　

祈
祷
軍
陳au9

の
時
咒
咀
之
事

御
武
家
方
し
ろ
し
め
さ
れ
ず
し
て
は
、
事
の
外
大
事
也
。

太
平
記
千
破
劔
城
に
よ
せ
て
、 

」
51
オ

　
　

さ
き
か
け
て
か
つ
色
見
せ
よ
山
桜

と
の
句
作
り
一
句
は
よ
き
や
う
也
。
長
崎
九
郎
左
衛
門
師
宗
作
と
有
。

さ
き
か
け
て
の
て
と
、
か
つ
色
の
か
と
つ
ゞ
か
ず
。
是
等
を
首
切
と

い
ふ
べ
し
。
此
脇ai0

を
工
藤
次
郎
左
衛
門
、

　
　
　

嵐
や
花
の
か
た
き
な
る
ら
ん

と
付
た
り
。
嵐
や
、
と
う
た
が
ひ
、
る
ら
ん
、
と
留
、
又
、
句
の
腰
も
五

音
連
聲
も
あ
ら
ず
。
城
中
に
聞
て
、
一
道
の
名
人
、
よ

せ
て
に
な
し
と
て
直
し
た
る
句ai1

、

　
　

さ
き
か
け
は
か
つ
色
見
せ
よ
山
ざ
く
らai2

　
　
　

嵐
は
藤
が
か
た
き
と
ぞ
成 

」
51
ウ

両
句
直
し
、
工
藤
が
藤
の
字
にai3

當
り
て
の
作
、
為
相
疎
と

か
や
。
然
る
ゆ
へ
、
軍
に
よ
せ
て
利
を
得
た
り
と
紹
巴
家
の

集
に
自
筆
の
書
有
を
、
玄
旨
公
へ
渡
さ
れ
、
又
、
長
頭
相

傳
を
得
た
り
。
又
、
頼
朝
公
発
句
あ
づ
ま
か
ゞ
み
に
、

　
　

頼
朝
が
け
ふ
水ai4

軍
に
名
と
り
川

是
等
に
て
能
し
ら
る
べ
し
。
前
代
未
聞
の
秀
逸
の
手

本
と
か
や
。
頼
朝
が
け
ふ
カ
キ
ク
ケ
コai5

、
猶
、
軍
に
名ai6
ナ
ニ
ヌ
ネ
ノai7

、
季
の

な
き
発
句
、
む
か
し
は
多
シ
。
并
其
切
字
な
く
て
發
句

に
てai8

は
な
し
、
と
い
ふ
人
少
々
有
げ
な
り
。
其
切
字
事
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一
大
事
の
習
ひ
の
手
本
也
。
玄
旨
法
印ai9

の
句
に
、 

」
52
オ

　
　

か
ら
た
ち
は
や
が
て
そ
の
ま
ゝ
き
こ
く
哉

か
ら
た
ち
は
の
は
と
、
や
が
て
の
や
、
連
聲
也
。
そ
の
ま
ゝ
き
こ
くao0

五
音
連

聲
も
な
き
旅
軍
の
下
向
の
跡
を
し
た
ひ
、
こ
ぬ
所
の
祝
の
作

意ao1

あ
げ
て
、
か
ぞ
へ
が
た
きao2

名
匠
の
名
言
を
、
今
時
の
人
、
季

な
し
と
直
し
、
發
句
帳
にao3

加
へ
侍
る
事
、
神
慮
も
い
か
ゞ
。
を

そ
ろ
し
き
義
な
り
。　
　
　

畠
山
重
忠

　
　

夏
山
や
思
ひ
し
げ
み
の
こ
が
る
ゝ
は

是
は
、
曽
我
兄
弟
の
心
の
句
な
り
。
夏
山
や
と
切
た
る
ゆ
へ
、
か

た
き
も
其
身
も
同
じ
。　
　

明
知
日
向
守
句
に
、

　
　

時
は
今
あ
め
が
下
し
る
五
月
か
な 

」
52
ウ

是
は
、
て
う
ぶ
く
の
心
な
れ
共
、
習
ひ
う
す
き
ゆ
へ
か
、
程
な
く
御

身
の
上
に
む
く
へ
り
。
今
の
ま
と
、
あ
め
が
の
あ
と
ア
カ
サ
タ
ナ

ハ
マ
ヤ
ラ
也
。
是
は

連
聲
悪
候
。
句
の
尻
に
て
切
給
ふ
故
、
秀
吉
公
中
国
よ
り

立
帰
り
、
尻
を
切
た
ま
ふ
な
り
。

當
代
権
現
様
関
東
御
出
陳ao4

の
時
、

　
　

茂
る
と
も
葉
柴
は
松
の
下
木
か
な

兼
如
作
也
。
茂
る
共
の
も
と
、
葉
柴
の
葉
、
五
音
も
な
し
。
是

は
か
た
き
を
切
、
又
、
下
木
も
相
手
の
心
也
。
下
木
を
切
た
る
所
古

今
有
間
敷
作
也
。
是
に
て
思
ひ
あ
た
る
べ
し
。
如
此
事
、

日
本
の
私
の
儀
に
あ
ら
ず
。
越
王
勾
践
の
戦
に
越
王
打 

」
53
オ

ま
け
て
籠
舎
の
時
、
范
蠡
詩
（
を
）ao5

作
り
魚
の
腹
に
入
た
る
に
、

　
　

西
伯
囚

ao6

里　
　

重
耳
走
翟

　
　

皆
以
爲
王
覇　
　

莫
死
許

セ
イ
ハ
ク○

此
所
連
聲

ユ
ウ
リ　
ト
ラ
ハ
レ○

此
所
連
聲

テ
ウ
ジ　
王
覇
タ
リ○

連
聲死

ヲ
テ
キ
ニ　

是

に
て
本
意
を
と
げ
給
ふ
事
し
ろ
し
め
す
べ
し
。
其
例
千
万
た

り
。
是
は
、
口
傳
の
儀
に
て
書
記
す
事
に
あ
ら
ざ
れ
ど
、
如
此
。
是
詩

の
事
一本

ノ
マ原ヽ

し
く
もao7

書
あ
た
へ
ず
。
秘
可
有
。
又
、
声
は
聲
、
讀
は

讀
も
あ
り
。

　
　
　

第
十
四　

巻
頭
切
字
之
事

い
づ
れ
に
て
も
巻
頭
の
時
、
う
た
が
ひ
の
字
致
さ
ぬ
儀
也
。
下
知
ぞ
、 

」
53
ウ

哉
、
ぞ
よ
、
大
方
此
分
可
然
。
返
々
う
た
が
ひ
の
字
あ
し
く
、
親
句
疎

句
毎
度
仕
る
事
に
あ
ら
ず
。
自
然
の
儀
也
。
此
事
初
心
の
聞
し
る

や
う
に
吟
、
か
ま
へ
て
〳
〵
む
や
く
也
。
右
申
ご
と
く
、
元
日
三
ツ
物
等
に

も
度
々
は
せ
ぬ
こ
と
、
君
貴
人
の
脇
、
第
三
仰
付
た
ま
へ
る
時
、
下

ご
ゝ
ろ
に
も
ち
て
す
べ
し
。

　
　
　

第
十
五　

新
宅
わ
た
ま
し
の
時

發
句
、
脇
、
第
三
不
及
申
に
、
煙
火
の
字
、
夢
〳
〵
不
可
致
。
百
韻
な

が
ら
其
心
得
可
有
。
句
を
吟
ず
る
に
も
跡
ば
り
に
云
出
す
べ
し
。

執
筆
の
書
に
も
い
づ
れ
も
句
毎
の
韻
字
に
水
た
ま
り
を
畫

事
也
。
是
第
一
の
習
ひ
の
秘
事
也
。
し
る
人
有
間
敷
。
又
、
清
書 

」
54
オ

懐
紙
も
間
尺
に
合
せ
て
、
病
難
災
難
の
尺
に
あ
た
ら
ぬ
所

に
た
つ
べ
し
。
紙
（
に
繪
）
を
好
むao8

と
も
其
心
得
可
有
。

　
　
　

第
十
六　

花
に
桜
梅
草
植
物
に
花
付
や
う

に
桜
付
る
大
事
は
、
大
か
た
似
せ
物
の
花
に
桜
は
可
付
。
真
の

花
桜
な
れ
ば
同
意
な
る
ゆ
へ
、
心
得
の
習
ひ
是
也
。
前
句
何
れ
も
人
の
句
也
。

　
前
句
こ
と
〴
〵
し
花
の
し
ら
べ
の
い
と
ま
な
み　
　

愚
拙

　
　
　

か
つ
こ
を
う
つ
て
桜
待
袖　
　
良
徳

如
此
付
侍
れ
ば
師
よ
し
と
い
へ
り
。



四
〇

40
　

  
前
句
真
最
中
と
咲
梅
が
枝

　
　

な
み
木
よ
り
き
や
う
こ
つ
遅
き
花
待
て　
　

同 

」
54
ウ

か
や
う
に
、
前
句
と
格
別
に
き
こ
ゆ
る
さ
ま
よ
し
。

　
前
句
い
つ
さ
か
ん
草
〴
〵
ど
も
や
御
簾
の
前

　
　
　

木
末
の
華
は
今
ぞ
最
中　
　

同

前
句
、
草
と
有
故
、
木
の
字
入
る
所
大
事
の
習
ひ
也
。

　
前
句
桜
咲
時
分
は
心
う
き
に
う
き

　
　
　

舟
で
幾
木
の
花
を
け
ん
ぶ
つ　
　

同

幾
木
と
付
る
故
、
別
〳
〵
の
華
な
り
。

　
前
句
毎
年
み
も
や
さ
ら
に
梨
の
木

　
　

種
々
咲
花
の
染
き
ぬ
袖
ば
か
り　
　

同 

」
55
オ

　
前
句
盛
な
る
花
の
都
は
の
ゝ
め
き
て

　
　
　

な
ん
ぼ
奈
良
ぶ
と
ま
す
八
重
桜　
　

同

右
、
付
句
み
な
〳
〵
よ
き
句
と
て
し
る
す
に
あ
ら
ず
。
是
に
て

付
肌
、
分
別
可
有
。
自
餘
准
之
。
兎
角
〳
〵
前
句
の

木
と
各
別
に
き
こ
ゆ
る
所
、
第
一
の
習
ひ
故
か
く
な
ん
。
大
方

は
花
の
句
、
い
く
な
み
木
、
何
木
、
數
〳
〵
、
餘
多
の
花
な
ど
ゝ
句
作

詮
な
り
。

　
　
後

ao9

第
十
八　

二
四
不
同　

二
六
對　

下
三
不
連

是
は
、
詩
の
仄
平
の
字
、
置
や
う
な
る
を
、
下
心
に
持
て
脇
句
に

用
ゆ
る
事
、
本
式
連
哥
の
時
節
は
専
も
て
遊
び
け
る
を 

」
55
ウ

其
後
略
し
て
初
心
も
と
づ
き
か
ぬ
る
ゆ
へ
な
り
。

　
　
前

sp0

第
十
七　

漢
和
々
漢
之
時

和
漢
の
時
、
和
の
方
に
聲
の
字
用
ゆ
べ
か
ら
ず
。
又
、
韻
字
取

こ
す
べ
か
ら
ず
。
韻
に
用
ひ
た
る
後
、
中
込
に
遣
ひ
た
る
は
く
る

し
か
ら
ず
。
漢
和
の
時
、
仄
お
こ
り
、
平
お
こ
り
を
聞
て

和
の
方
よ
り
其
字
取
こ
す
ま
じ
き
事
、
指
合
等
十
一

韻
を
用
ひ
ら
る
べ
し
。

　

第
十
八　

詞
の
病　

十
九　

同
字
病　

廿　

乱
思
病

　

第
廿
一　

風
ニ
sp1　

廿
二　

片
題　
　

廿
三　

首
尾

　

第
廿
四　

返
哥　
　

廿
五　

懐
紙
の
次
第 

」
56
オ

右
八
ヶ
條
書
記
す
に
不
及
。
竹
園
抄
能
〳
〵
御
覧
可
有
候
。

是
一
大
事
の
家
の
事
な
る
を
、
何
者
開
板
せ
し
事
、
返
々

お
し
き
儀
也
。
然
れ
共
、
さ
ほ
ど
に
心
を
付
て
見
る
人
な
し
。

此
抄
の
通
、
誹
諧
、
連
哥
に
思
案
あ
り
て
用
ひ
可
給
な
り
。

主
人
無
是
非
、
息
一
人
、
他
一
、二
人
此
方
へ
届
ケ
、
可
被
免
外
ニ
、

愚
私
云
、
祝
言
の
發
句
、
脇
、
第
三
、
證
據
の
親
句
。

　
　

嘉
辰
令
月
歓
無sp2

極　

万
歳
千
秋
樂
未
央

此
詞
つ
ゞ
き
歓ヨ

ロ
コ

ビ

極
キ
ハ
マ
リ

、
是
も
連
聲　
イ
キ
シ
チ
ニ
ヒ
ミ

　
　

イ
リ
ヰ
也　
　
　

。
右
、
上
の

句
は
發
句
、
二
ノ
句
、
脇
ト
ス
。
発
句
、
沓
の
一
字
を
脇
句
、
冠
と
五

音
連
聲
ひ
ゞ
きか

に
てsp3

、
必
々
可
然
。
右
の
詩
、
上
の
句
の 

」
56
ウ

な
し
は
む
也
。
万
歳
の
ま
ん
マ
ミ
ム
メ
モ
の
五
音
な
り
。

　
　

長
生
殿
裏
春
秋
冨　

不
老
門
前
日
月
遅

此
上
の
句
は
、
第
三
と
用
ひ
、
冠
に
五
音
も
連
聲
も
か
ゝ
は
り
な
し
。

一
句
の
う
ち
、
つ
ゞ
き
計
也
。
殿
裏
春
秋
う
ち
、
し
ゆ
ん
チ
ト

　

シ
ハ

連
聲
イ
キ
シ
チ
。
冨
不
老
、
是
フ
也
。
フ
ヽ
ノ
同
音
也
。
是
に
て

よ
く
し
ら
せ
給
ふ
べ
し
。
此
心
を
愚
、
當
年
、
元
日
、
三
ツ
物

に
用
ひ
侍
る
。
今
日
は
入
見
参
侍
るsp4

。
非
自
讃
。
古
き
文
の
詞

を
取
て
引
か
へ
、

　
　

心
廣
く
帝
都
ゆ
た
か
な
年
始
哉  　
　
　
　

良
徳
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嘉
例
め
で
た
き
た
つ
春
の
哥　
藤
谷
次
郎
兵
衛
貞
成 

」
57
オ

　
　

曲
を
引
琴
に
霞
を
う
け
持
て　
　
藤
谷
嘉
兵
衛　

貞
利

右
、
発
句
は
大
学
の
詞
故
、
五
音
も
連
聲
も
か
ゝ
は
ら
ず
。
ゆ
た

か
な
の
な
と
、
ね
ん
し
の
ね
、
五
音
ナ
ニ
ヌ
ネ
ノ
な
り
。
哉
の
な

と
、
嘉
例
の
か
、
め
で
た
き
の
き
、
た
つ
春
の
た
、
か
ん
が
へ
給
ふ
べ

し
。
第
三
の
曲
を
引
の
く
、
琴
の
こ
、
霞
を
の
を
、
う

け
の
う
、
味
へ
御
覧
可
有
。
か
や
う
の
儀
い
さ
ゝ
か
も
ら
し

給
ふ
べ
か
ら
ず
。
以
上
。 

」
57
ウ

sp5夫
桑
士
、
誹
諧
者
数
百
家
、
要
莫
士
於
英

長
頭
翁
。
仝
餘
力
之
暇
、
彙
集
成
一
帙
、
自

珎
蔵
家
、
深
隠
密
筺
也
。
今
世
、
挙
指
之
非

指
、
馬
非
馬
。
纔
争
我
他
、
逼
佗
此
、
耆
翁
遂

蒐
輯
此
道
之
奥
儀
、
目
曰
、
良
藥
。
蓋
欲
使

其
糟
粕

滓
、
消
融
混
渚
也
。
予
雖
寡
陋
、

自
非
角
逮sp6

皓
首
屓
笈
曽
有
耳
矣
。
一
日

進
曰
、
願
許
一
巻
為
其
守
教
也
。
以
誓
老

師
sp7

、
已
孤
聞
勤
苦
、
且
自
謂
雖
瞿
鑠
、
顧

其
桑
揄sp8

、
暮
景
道
之
湮
没
、
弗
秘
。
其
秘
遂 
」
58
オ

許
可
之
。
予
受
之
、
辱
轉
翻
跳
、
喜
甚
不

少
矣
。
今
、
吾
子
平
生
之
久
要
銘
心
鏤

骨
、
衆
角
一
麟
、
衆
鳥
一

。
覃
思
研
精

海
山
之
低
昂
、
風
猶
在
下
矣
。
而
盟
詞

及
数
條
、
予
感
其
志
而
、
不
能
揶
揄
顕

然
容
之
。
庶
幾
僭
踰
乎
。
然
汝
乃
呑
良

藥
之
妙
味
、
癒
誹
諧
之
衆
病
。
其
青
寒

藍
水
之
勝
、
待
不
以
日
。
請
全
躰
之
而

守
約
勤
矣
。
謹
止
敬
哉
。
子
姑
跋
之
。

　
　
　
　
　

上
京　

鶏
冠
井
氏
令
徳
在
判 

」
58
ウ

此
書
者
元
祖
貞
徳
ヨ
リ
貞
室
ニ
傳
フ
貞
室
季
吟
ニ
傳
フ

季
吟
ヨ
リ
濃
之
貞
静
軒
ニ
傳
授
ス
其
子
六
々
庵
ヨ
リ

愚
受
レ
之

　
　

寛
保
元
辛
酉
歳

　
　
　
　
　

文
月
下
浣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
文
並
記
写
之 

」
後
見
返

注①　
「
衣
」
↓ 　

「
類
」

②　

 　

・ 　

「
類
な
る
」
に
よ
る
。

③　
「
今
句
」
↓ 　

「
人
之
句
」

④　
「
や
ゝ
す
む
」
↓ 　

・ 　

「
や
霞
む
」

⑤　
「
治
る
や
」
↓ 　

「
お
さ
ま
れ
る
」 　

「
お
さ
ま
る
」

⑥　
「
世
間
」
↓ 　

・ 　

「
契
け
ん
」

⑦　
「
ま
め
が
な
て
か
く
す
七
歩
の
試
筆
か
な
」↓ 　

「
ま
め
が
な
く
か
く
は
七
歩
の
試

筆
哉
」 　

「
り
め
が
な
く
か
ら
は
七
歩
の
試
筆
か
な
」

⑧　
「
あ
な
ゆ
か
し
（
略
）
花
盛
」
の
句
の
後
に
他
本
で
は
次
の
文
言
が
入
る
。
↓ 　

「
い
づ
れ
の
花
も
め
づ
る
哥
人
の
心
な
れ
と
も
や
妙
椿
の
花
さ
の
み
ゆ
か
し
か
る
べ

き
華
と
も
見
へ
す
も
し
又
／
あ
な
む
さ
し
鼠
の
ふ
ん
の
花
の
枝
」 　

「
何
れ
の
花
も

め
づ
る
哥
の
心
な
れ
共
落
椿
の
花
さ
の
み
ゆ
か
し
か
る
べ
き
花
共
見
へ
ず
若
又
／
あ

な
む
さ
し
鼠
の
ふ
ん
の
花
の
枝
」

⑨　
「
花
の
枝
折
」
↓ 　

「
華
枝
折
や
」 　

「
花
枝
お
ら
じ
」

⑩　
「
月
か
へ
な
」
↓ 　

「
月
な
ん
か
」 　

「
月
か
ん
な
」（「
雲
や
こ
け
ら
風
の
し
ら

く
る
月
鉋か

ん
な」『

毛
吹
草
』
巻
第
一
・
句
体
・
射
合
）

⑪　
「
詞
」
↓ 　

・ 　

「
詞
は
」

中

中

函

中

中

函

中

函

中

函

中

函

中

函

中

函

中

函

中

函
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⑫　
「
か
」
↓ 　

・ 　

「
の
」

⑬　
 　

・ 　

「
持
せ
」
に
よ
る
。

⑭　
「
心
持
也
」
↓ 　

・ 　

「
心
持
是
也
」

⑮　
「
切
る
」
↓ 　

・ 　

「
切
る
ゝ
」

⑯　
「
こ
の
」
↓ 　

・ 　

「
二
の
」

⑰　
「
雲
」
↓ 　

・ 　

「
松
」

⑱　
「
切
る
」
↓ 　

・ 　

「
切
る
ゝ
」

⑲　
「
雪
の
雲
」
↓ 　

「
雪
の
雪
」 　

「
松
の
雪
」

⑳　
「
に
や
」
↓ 　

・ 　

「
ぞ
や
」

㉑　
「
ほ
」
↓ 　

・ 　

「
も
」

㉒　
「
も
」↓ 　

「
を
」 　

「
と
」（「
花
は
ひ
も
柳
は
か
み
を
時
つ
風
」『
連
歌
秘
袖
抄
』）

㉓　
「
は
何
れ
」
↓ 　

「
良
た
て
」 　

「
は
た
て
」

㉔　
「
侍
し
」
↓ 　

・ 　

「
侍
る
」

㉕　
「
切
字
」
↓ 　

・ 　

「
字
切
」

㉖　
「
比
よ
り
と
」
↓ 　

・ 　

「
比
よ
り
」

㉗　
「
上
」
↓ 　

「
ゆ
へ
」

㉘　
「
宿
」
↓ 　

「
花
」

㉙　
「
此
い
ふ
ば
か
り
に
や
と
い
へ
る
に
」
↓ 　

「
此
い
ふ
計
と
い
ふ
元
日
に
」

㉚　

 

な
し
↓ 　

「
同
じ
上
旬
に
て
も
元
日
の
句
立
秋
の
句
一
日
に
限
る
な
り
」

㉛　
「
な
へ
」
↓ 　

「
つ
ね
」

32　
「
は
得
せ
ぬ
」
↓ 　

「
ゑ
ぬ
」

33　
「
花
と
」
↓ 　

「
花
も
」

34　
「
中
品
の
」
↓ 　

「
中
品
の
句
」

35　
「
聞
之
難
き
」
↓ 　

「
一
句
き
こ
へ
が
た
き
」

36　
「
畫
」
↓ 　

「
書
」

37　
「
不
然
。
季
」
↓ 　

「
不
可
然
」

38　
「
十
二
句
目
」
↓ 　

「
十
三
句
目
」

39　
「
雑
の
花
」
↓ 　

「
雑
の
花
、
他
の
季
の
花
春
す
る
也
」

40　
「
い
は
る
ま
じ
」
↓ 　

・ 　

「
い
は
れ
ま
じ
」

41　
「
字
」
↓ 　

「
字
す
わ
る
な
り
」

42　
「
初
一
」
↓ 　

・ 　

「
初
り
」

43　
「
五
月
は
」
↓ 　

・ 　

「
五
月
雨
は
」（「
五
月
雨
は
嶺
の
松
か
ぜ
谷
ノ
水
」『
長
短

抄
』）

44　
「
や
と
疑
ひ
」
↓ 　

・ 　

「
下
に
て
や
と
疑
」

45　
「
月
」
↓ 　

・ 　

「
色
」

46　
「
に
て
」
↓ 　

・ 　

「
こ
そ
」

47　
「
月
」
↓ 　

・ 　

「
色
」

48　
「
か
と
」
↓ 　

「
こ
そ
」

49　
「
説
奏
」
↓ 　

・ 　

「
節
族
」

50　
「
五
文
字
」
↓ 　

・ 　

「
七
文
字
」

51　
「
き
ゝ
」
↓
「  　

」

52　
「
志
那
弥
三
郎
範
重
」
以
降
、「
良
徳
筆
執
す
」
ま
で
、『
玉
海
集
追
加
』
跋
文
に
ほ

ぼ
同
文
あ
り
。

53　
「
閑
」
を
見
せ
消
ち
に
し
、「
開
」
は
朱
書
。

54　
「
畫
出
」
を
見
せ
消
ち
に
し
、「
書
出
」
は
朱
書
。

55　
「
捨
玉
」
↓ 　

・ 　

「
拾
玉
」

56　
「
遠
近
草
」
↓ 　

・ 　

「
遠
近
集
」

57　
「
ま
か
せ
て
」
↓ 　

・ 　

「
ま
が
へ
て
」（「
世
に
知
ら
ぬ
心
地
こ
そ
す
れ
有
明
の

月
の
ゆ
く
へ
を
空
に
ま
が
へ
て
」『
源
氏
物
語
』
花
宴
）

58　
「
事
を
」
↓ 　

・ 　

「
事
よ
」（「
か
ね
て
よ
り
お
も
ひ
し
こ
と
ぞ
ふ
し
し
ば
の
こ

る
ば
か
り
な
る
な
げ
き
せ
ん
と
は
」『
千
載
和
歌
集
』巻
第
十
三
・
恋
歌
三
・
七
九
九
・

待
賢
門
院
加
賀
）

59　
「
キ
セ
ン
」
か
ら
「
ヌ
グ
ナ
リ
」
ま
で 　

・ 　

で
は
平
仮
名
表
記
。

60　
「
相
傳
一
大
事
秘
」
以
降
、
42
丁
ウ
の
一
行
目
ま
で
広
本
『
天
水
抄
』
中
「
相
傳
一

大
事
秘
」
に
ほ
ぼ
一
致
。

61　
「
を
も
て
色
々
工
ミ
」
↓ 　

「
を
も
〳
〵
色
ニ
よ
み
」 　

「
を
も
つ
て
色
に
よ
み
」 

　

「
を
以
色
々
に
見
ぬ
」

62　
「
い
か
に
、
い
つ
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
い
つ
、
い
か
に
」

63　
「
ふ
事
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
ふ
義
」

64　
「
を
ば
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
せ
ず
」

65　
「
夕
日
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
入
野
」（「
道
と
ほ
み
い
る
野
の
原
の
つ
ぼ
す
み
れ
春

の
か
た
み
に
つ
み
て
か
へ
ら
ん
」『
千
載
和
歌
集
』
巻
第
二
・
春
歌
下
・
一
一
〇
・
源
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顕
国
）

66　
「
を
、
は
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
を
ば
」

67　
「
日
野
」
↓ 　

「
の
野
」

68　
「
千本
ノ
マ
ヽ

千
代
」↓ 　

「
千代

カ（
朱
）八

千
代
」 　

「
千
代
八
千
代
」 　

「
千
代
や
千
代
」（「
春

日
野
に
お
ふ
る
子
の
日
の
松
は
み
な
千
代
を
そ
へ
つ
つ
神
ぞ
引
く
ら
ん
」『
夫
木
和
歌

抄
』
巻
第
一
・
春
一
・
一
三
七
・
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
卿
）

69　
「
に
か
き
」
↓ 　

・ 　

「
に
か
ぎ
ら
ず
」 　

「
ふ
か
き
」

70　
「
と
め
候
故
」
↓ 　

「
と
め
候
事
」 　

「
留
る
故
」 　

「
と
め
る
ゆ
へ
」

71　
「
秋
風
の此
の
そ
也ふ

く
也
」
↓ 　

・ 　

「
秋
風
の
ふ
く
也
」 　

「
秋
風
の
ふ
く
也
の
は
そ

也
」

72　
「
高
」
↓ 　

「
寺
」 　

「
守
」

73　
「
ぞ
」
↓ 　

・ 　

「
や
」

74　
「
む
」
↓ 　

・ 　

「
ふ
」

75　
「
き
」
↓ 　

「
さ
」

76　
「
も
」
↓ 　

「
ぞ
」

77　
「
つ
、
め
、
に
」
↓ 　

「
へ
、
め
、
ゑ
」

78　
「
花
を
こ
そ
な
は
」
↓ 　

「
正
を
こ
そ
な
せ
」

79　
「
ぬ
」
↓ 　

「
ね
」

80　
「
可
聞
」
↓ 　

「
き
ゝ
づ
き
也
」

81　
「
て
に
は
」
↓ 　

「
て
に
を
は
」

82　
「
耳
」
↓ 　

「
車
」 　

・ 　

「
事
」

83　
「
返
」
↓ 　

・ 　

「
色
」

84　
「
の
ぞ
」
↓ 　

「
の
ぞ
の
」 　

「
そ
の
」

85　
「
し
る
」
↓ 　

・ 　

「
し
ら
る
」

86　
「
せ
」
↓ 　

・ 　

「
れ
」

87　
「
な
る
ら
ん
」
↓ 　

「
な
ら
ん
」 　

「
な
り
」

88　
「
く
」
↓ 　

・ 　

「
た
」

89　
「
の
」
↓ 　

・ 　

「
し
た
る
」

90　
「
通
ふ
」
↓ 　

・ 　

「
ま
よ
ふ
」

91　
「
を
」
↓ 　

・ 　

「
の
」

92　
「
月
に
今
に
」
↓ 　

・ 　

「
月
な
ど
に
」

93　
「
是
は
ね
る
や
也
」
↓ 　

・ 　

「
我
な
れ
や
」
の
後
に
入
り
、「
恋
渡
る
ら
ん
」
の

後
に
は
「
省
や
」
と
あ
る
。

94　
「
を
し
は
る
ゝ
や
」
↓ 　

「
同
は
る
ゝ
や
」 　

「
お
し
は
か
る
や
」

95　
「
む
」
↓ 　

「
に
」 　

「
こ
」

96　
「
る
」
↓ 　

・ 　

「
る
る
」

97　
「
て
」
↓ 　

・ 　

「
も
」

98　
「
え
」
↓ 　

・ 　

「
行
」

99　
「
と
計
云
へ
る
も
有
。
は
の
字
」
↓ 　

・ 　

「
と
あ
り
て
の
字
」

ap0　
「
ん
と
や
」
↓ 　

・ 　

「
れ
と
は
」

ap1　
「
と
」
↓ 　

・ 　

「
を
」

ap2　
「
わ
か
ぬ
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
い
わ
ぬ
」（「
お
も
ふ
ど
ち
春
の
山
辺
に
う
ち
む
れ

て
そ
こ
と
も
い
は
ぬ
た
び
ね
し
て
し
か
」『
古
今
和
歌
集
』・
巻
第
二
・
春
歌
下
・

一
二
六
・
素
性
）

ap3　
「
い
へ
事
も
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
い
へ
る
も
あ
り
」

ap4　
「
き
ふ
」
↓ 　

・ 　

「
け
ふ
」 　

「
け
さ
」（「
け
ふ
の
み
と
春
を
お
も
は
ぬ
時
だ

に
も
立
つ
こ
と
や
す
き
花
の
か
げ
か
は
」『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
二
・
春
歌
下
・

一
三
四
・
躬
恒
）

ap5　
「
き
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
し
」

ap6　
「
を
き本
ノ
マそヽ

」
↓ 　

・ 　

「
を
き
て
」 　

「
凡
」

ap7　
「
い
ひ
の
こ
す
事
あ
る
な
り
」
は 　

・ 　

・ 　

で
「
第
十
五
」
の
下
に
割
書
さ
れ

る
項
目
題
の
う
ち
に
入
る
。

ap8　
「
は
」
↓ 　

「
右
」

ap9　
「
の
」
↓ 　

・ 　

「
か
」（「
白
玉
か
な
に
ぞ
と
人
の
問
ひ
し
時
露
と
答
へ
て
消
え

な
ま
し
も
の
を
」『
伊
勢
物
語
』
第
六
段
）

aq0　
「
や
ど
」
↓ 　

「
お
と
」（「
ち
る
と
見
て
あ
る
べ
き
も
の
を
梅
花
う
た
て
に
ほ
ひ
の

そ
で
に
と
ま
れ
る
」『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
一
・
春
歌
上
・
四
七
・
素
性
法
師
）

aq1　
「
共
」
↓ 　

「
ば
」

aq2　
「
春
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
枩
」（「
雪
ふ
り
て
年
の
く
れ
ぬ
る
時
に
こ
そ
つ
ひ
に
も
み

ぢ
ぬ
松
も
見
え
け
れ
」『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
六
・
冬
歌
・
三
四
〇
・
よ
み
人
し
ら
ず
）

aq3　
「
足
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
定
」

aq4　
「
り
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
れ
」（「
月
見
れ
ば
ち
ぢ
に
物
こ
そ
か
な
し
け
れ
わ
が
身
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ひ
と
つ
の
秋
に
は
あ
ら
ね
ど
」『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
四
・
秋
歌
上
・
一
九
三
・
大
江

千
里
）

aq5　
「
き
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
し
」

aq6　
「
べ
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
く
」

aq7　
「
く
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
ゝ
」（「
し
ほ
と
い
へ
ば
な
く
て
も
か
ら
き
世
中
に
い
か

で
あ
へ
た
る
た
だ
み
な
る
ら
ん
」『
後
撰
和
歌
集
』
巻
第
十
五
・
雑
・
一
〇
九
五

一
〇
九
六

・
忠
岑
）

aq8　
「
に
」
↓ 　

・ 　

「
を
」 　

「
の
」（「
難
波
人
あ
し
火
た
く
や
に
や
ど
か
り
て
す

ず
ろ
に
袖
の
し
ほ
た
る
る
か
な
」『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
・
羈
旅
歌
・
九
七
三
・

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
）

aq9　
「
ぬ
」
↓ 　

「
ぬ
き
」 　

「
べ
き
」

aw0　
「
砂
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
妙
」（「
た
ご
の
う
ら
に
う
ち
出
で
て
み
れ
ば
白
妙
の
富
士

の
た
か
ね
に
雪
は
ふ
り
つ
つ
」『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
六
・
冬
歌
・
六
七
五
・
赤
人
）

aw1　
「
も
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
み
」

aw2　
「
し
も
」
↓ 　

「
此
類
也
」

aw3　
「
き
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
し
」

aw4　
「
き
」
↓ 　

・ 　

「
し
」

aw5　
「
也
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
之
」

aw6　
「
又
」
↓ 　

「
ヌ
」

aw7　
「
五
月
ま
つ
花
た
ち
ば
な
の
香
を
か
げ
ば
む
か
し
の
人
の
袖
の
香
ぞ
す
る
」（『
伊
勢

物
語
』
第
六
十
段
・
一
〇
九
）

aw8　
「
一
首
」
↓ 　

「
一
句
」

aw9　
「
く
る
し
き
も
の
は
」
↓ 　

・ 　

「
く
る
し
き
も
の
ぞ
」

ae0　
「
心
が
へ
す
る
物
に
も
が
か
た
恋
は
く
る
し
き
物
と
人
に
し
ら
せ
む
」（
読
人
不
知

『
歌
林
良
材
』
巻
上
・
四
四
七
）

ae1　
「
八
文
字
」
↓ 　

・ 　

「
物
の
字
」

ae2　
「
か
し
が
ま
し
」
↓ 　

・ 　

「
か
し
ま
し
」

ae3　
「
詮
の
八
も
じ
」
↓ 　

・ 　

「
詮
の
も
じ
」

ae4　
「
も
の
お
も
ふ
袖
よ
り
露
や
な
ら
ひ
け
む
秋
風
吹
け
ば
た
へ
ぬ
物
と
は
」（『
新
古
今

和
歌
集
』
巻
第
五
・
秋
歌
下
・
四
六
九
・
寂
蓮
法
師
）

ae5　
「
か
う
や
う
」
↓ 　

・ 　

「
か
や
う
」

ae6　
「
つ
く
し
が
た
し
」
↓ 　

「
つ
く
し
が
た
か
る
べ
し
」

ae7　
「
に
て
之
事
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
に
て
之
事　

附 

假
名
か
ゝ
へ
」

ae8　
「
て
に
は
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
て
に
を
は
」

ae9　
「
忘
れ
て
は
う
ち
な
げ
か
る
る
夕
か
な
我
の
み
し
り
て
す
ぐ
る
月
日
を
」（『
定
家
八

代
抄
』
巻
第
十
一
・
恋
歌
一
・
八
六
六
・
式
子
内
親
王
）

ar0　
「
思
ひ
あ
や
ま
る
事
ゆ
へ
、結
句
是
を
能
心
得
よ
と
の
」
↓ 　

「
の
様
に
人
の
も
て

あ
つ
か
ふ
詞
也
。
心
や
す
く
お
も
ひ
よ
と
」

ar1　
「
ち
は
や
ぶ
る
神
代
も
き
か
ず
竜
田
河
か
ら
く
れ
な
ゐ
に
水
く
く
る
と
は
」（『
伊
勢

物
語
』
第
百
六
段
・
一
八
二
）

ar2　
「
み
か
の
原
わ
き
て
な
が
る
る
い
づ
み
川
い
つ
み
き
と
て
か
恋
し
か
る
ら
ん
」（『
定

家
八
代
抄
』
巻
第
十
一
・
恋
歌
一
・
九
一
二
・
中
納
言
兼
輔
）

ar3　
「
君
に
よ
り
わ
が
身
ぞ
つ
ら
き
玉
だ
れ
の
見
ず
は
恋
し
と
お
も
は
ま
し
や
は
」（『
後

撰
和
歌
集
』
巻
第
九
・
恋
一
・
五
六
六
）

ar4　
「
を
」
↓ 　

「
は
」 　

「
をハ

」（「
か
く
と
だ
に
え
や
は
い
ぶ
き
の
さ
し
も
ぐ
さ
さ

し
も
し
ら
じ
な
も
ゆ
る
お
も
ひ
を
」『
後
拾
遺
集
』・
第
十
一
・
恋
一
・
六
一
二
・
藤
原

実
方
朝
臣
）

ar5　
「
い
つ
か
」
↓ 　

「
い
つ
し
か
」 　

「
い
つ
ち
か
」

ar6　
「
五
月
」
↓ 　

・ 　

「
五
月
雨
」

ar7　
「
抜
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
抛
」（「
琴
詩
酒
伴
皆
抛
レ
皆
」『
白
氏
文
集
』・「
寄
二
殷
協

律
一
多
敍
二
江

南
舊
遊
一

」・
白
居
易
）

ar8　
「
波
は
」
↓ 　

「
浪
の
」 　

「
波
の
」

ar9　
「
に
」
↓ 　

・ 　

「
す
」

at0　
「
か
ゝ
へ
」
↓ 　

・ 　

「
加
へ
」 　

「
加
へ
て
」

at1　
「
に
が
し
共
」
↓ 　

・ 　

「
に
し
と
も
」

at2　
「
を
り
つ
ら
ん
」
↓ 　

・ 　

「
を
り
ぬ
ら
ん
」（「
名
そ
高
き
月
や
か
つ
ら
を
お
り

つ
ら
ん
」『
発
句
帳
』
秋
・
月
・
十
四
日
・
宗
祇
）

at3　
「
此
丸
の
所
子
細
有
」
↓ 　

「
春
日
の
み
か
く
玉
つ
し
ま
」

at4　
「
軍
場
上
同　
哥
連
誹

」↓ 　

・ 　

「
發
句　

脇　

第
三
」 　

「
軍
陣　

發
句　

脇　

第
三　

哥　

連
誹
」

at5　
「

」
↓
「  　

」 　

「  　

 

」 　

「  　

」

at6　
「
懐
」
↓
「  　

」

at7　
「
蓮
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
連
」
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函
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函
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函
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函
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函
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函
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at8　
「
十
ヲ
か
」
↓ 　

「
な
を
も
つ
て
」 　

「
猶
以
」 　

「
十
か
」

at9　
「
啼
来
た
り
」
↓ 　

・ 　

「
来
鳴
た
り
」 　

「
来
な
く
な
り
」

ay0　
「
猶
、
た
り
の
り
」
↓ 　

「
啼
な
り
の
り
」

ay1　
「
な
が
ら
」
↓ 　

「
く
」 　

「
却
て
」

ay2　
「
か
は
り
め
是
な
り
」
↓ 　

「
替
り
如
此
也
」

ay3　

注
at6
参
照
。

ay4　
「
十
ヲ
」
↓ 　

「
十
ヲ
」 　

「
お
ひ
て
十
」

ay5　
「
桜
花
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
梅
の
花
」（「
梅
花
そ
れ
と
も
見
え
ず
久
方
の
あ
ま
ぎ
る

雪
の
な
べ
て
ふ
れ
れ
ば
」『
古
今
和
歌
集
』
巻
六
・
冬
歌
・
三
三
四
・
よ
み
人
し
ら
ず
）

ay6　
「
桜
花
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
梅
の
花
」

ay7　
「
も
つ
て
な
り
」
↓ 　

「
呼
な
り
」 　

「
呼
也
」

ay8　
「
此
鹿
ぞ
啼
に
」
↓ 　

・ 　

「
此
鹿
啼
の
脇
に
」 　

「
此
鹿
ぞ
啼
の
脇
に
」

ay9　
「
如
詩
韻
」
↓ 　

「
脇
句
は
詩
の
韻
の
ご
と
し
」 　

「
わ
き
句
と
て
詩
の
歌
の
ご

と
し
」

au0　
「
宗
磧
」
↓ 　

・ 　

「
是
は
宗
磧
の
句
也
。
脇
句
を
宗
長
」 　

「
是
は
宗
磧
の
句

也
。
此
脇
に
宗
長
」

au1　
「
入
冷
し
」
↓ 　

「
に
し
む
。
す
ず
し
。」

au2　
「
む
や
く
は
、
た
ゞ
に
し
」
↓ 　

「
む
や
く
な
り
は
、
た
ゞ
に
し
」 　

「
無
用
也
」 

　

「
無
益
也
は
、
た
だ
に
ふ
し
」

au3　
「
ぞ
」
↓ 　

・ 　

「
と
」

au4　
「
先
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
先
句
」

au5　
「
後
」↓ 　

・ 　

な
し
。 　

・ 　

で
は
第
十
一
と
第
十
の
順
番
が
西
園
寺
本
と
逆
。

『
広
本
天
水
抄
』
も
同
じ
。

au6　
「
あ
ゆ
み
」
↓ 　

・ 　

「
寿
」

au7　
「
前
」↓ 　

・ 　

な
し
。 　

・ 　

で
は
第
十
一
と
第
十
の
順
番
が
西
園
寺
本
と
逆
。

『
広
本
天
水
抄
』
も
同
じ
。

au8　
「
ハ
マ
ヤ
ラ
ワ
」
↓ 　

「
ハ
マ
ヤ
ラ
ワ
也
」 　

「
ハ
マ
ヤ
ラ
ロ
ウ
也
」 　

「
ハ
マ

ヤ
ラ
也
」

au9　

正
し
く
は
「
陣
」。
他
本
も
「
陣
」
と
す
る
。

ai0　
「
脇
」
↓ 　

・ 　

「
脇
句
」 　

「
脇
句
に
」

ai1　
「
直
し
た
る
句
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
直
し
た
る
句
、
如
斯
」

ai2　
「
山
ざ
く
ら
」
↓ 　

・ 　

「
山
ざ
く
ら
。
又
、
脇
句
」

ai3　
「
両
句
直
し
、
工
藤
が
藤
の
字
に
」
↓ 　

「
両
句
直
工
藤
が
藤
に
」 　

「
前
句
直

に
藤
が
藤
に
」 　

「
如
此
両
句
直
シ
工
藤
の
字
に
」

ai4　
「
水
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
の
」

ai5　
「
コ
」
↓ 　

・ 　

な
し 　

「
也
」

ai6　
「
軍
に
名
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
軍
に
名
と
り
川
の
名
」

ai7　
「
ノ
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
也
」

ai8　
「
に
て
」
↓ 　

「
と
」

ai9　
「
玄
旨
法
印
」
↓ 　

「
又
、
玄
旨
法
師
」

ao0　
「
き
こ
く
」
↓ 　

・ 　

「
き
こ
く
哉
」

ao1　
「
所
の
祝
の
作
意
」
↓ 　

「
所
の
祝
の
作
意
也
」 　

「
所
の
作
意
也
」 　

「
所
の

祝
の
御
作
意
」

ao2　
「
き
」
↓ 　

・ 　

「
し
」

ao3　
「
に
」
↓ 　

・ 　

・ 　

「
へ
」

ao4　

正
し
く
は
「
陣
」。
au9
参
照
。

ao5　

 　

・ 　

・ 　

「
を
」
に
よ
る
。

ao6　
「

」
↓
「  　

」 　

「  　

」 　

「  　

」 　

「
羑
」

ao7　
「
し
く
も
」
↓ 　

「
し
へ
も
」 　

「
子
へ
も
」 　

「
友
家
へ
も
」

ao8　

 　

・ 　

・ 　

「
紙
に
繪
を
好
」
に
よ
る
。

ao9　
「
後
」
↓ 　

・ 　

な
し
。 　

・ 　

で
は
第
十
七
と
第
十
八
の
順
番
が
西
園
寺
本
と

逆
。『
広
本
天
水
抄
』
も
同
じ
。

sp0　
「
前
」
↓ 　

・ 　

な
し
。

sp1　
「

」
↓
「  　

」

sp2　
「
無
」
↓
「  　

」

sp3　
「
ひ
ゞ
きか

に
て
」
↓ 　

「
ひ
ゞ
き
通
ひ
」 　

「
響
通
」 　

「
響
に
て
」

sp4　
「
今
日
は
入
見
参
侍
る
」
↓ 　

「
ゆ
へ
書
付
令
入
見
参
」 　

「
ゆ
へ
書
付
令
入
見

参
侍
る
」
天
「
故
書
付
令
入
見
侍
る
」

sp5　

跋
文
部
分
は
『
俳
諧
天
水
抄
』
の
跋
文
に
類
似
。

sp6　
「
逮
」
↓ 　

「
建
」

sp7　
「

」
↓
「  　

」

sp8　
「
揄
」
↓ 　

「
楡
」
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〔
付
記
〕

　
　

本
稿
は
、平
成
二
十
四
年
度
立
命
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
開
講
の
「
近
世
文
学

特
殊
問
題
」（
通
年
）
の
演
習
で
提
出
さ
れ
た
発
表
原
稿
の
一
部
を
取
り
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。

小
林　
　

孔
（
大
阪
城
南
女
子
短
期
大
学
教
授
）　　
　

武
田　

悠
希
（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）　　
　
　

髙
井　

悠
子
（
舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校
非
常
勤
講
師
）

大
坪　
　

舞
（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）　　
　
　

二
俣　
　

希
（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）　　
　
　

岡
橋　

英
子
（
本
学
大
学
院
博
士
前
期
修
了
生
）　　
　

中
川　

佳
保
（
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）　　
　
　

福
田　

宏
美
（
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）　　
　
　


